
３
月
３
日
・
４
日
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
８
Ｆ
Ｉ
Ｓ

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
秋
田
た
ざ
わ
湖
大
会
」
で
、
両
日

に
わ
た
り
優
勝
を
飾
っ
た
堀
島
行
真
選
手
。（
関
連
記
事
２
～
３
ペ
ー
ジ
）

１
万
人
が
沸
い
た

3-16
2018
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３
日
の
モ
ー
グ
ル
競
技
で
は
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
、
今
季
W
杯
開
幕
か
ら
６
連
勝
の
ミ

カ
エ
ル
・
キ
ン
グ
ズ
ベ
リ
ー
選
手
（
カ
ナ
ダ
）
を
第
７

戦
に
続
き
破
っ
た
堀
島
行
真
選
手
が
、
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
開
催
で
、
日
本
勢
が
金
メ

ダ
ル
に
輝
い
た
の
は
初
め
て
で
す
。
決
勝
の
堀
島
選
手

の
滑
り
を
固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
て
い
た
観
客
は
、
結

果
が
出
る
と
同
時
に
大
興
奮
。
会
場
は
大
き
な
歓
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
原
大
智
選
手

は
、決
勝
の
１
回
目
で
敗
れ
13
位
、女
子
の
日
本
勢
で
は
、

星
野
純
子
選
手
の
６
位
が
最
高
で
し
た
。

　

４
日
の
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
競
技
で
は
、
堀
島
選
手

が
華
麗
な
エ
ア
を
決
め
て
前
日
に
続
き
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
女
子
で
は
、
冨
高
日
向
子
選
手
が
惜
し
く
も
準
決

勝
で
敗
れ
た
も
の
の
、
W
杯
自
己
最
高
の
４
位
と
い
う

結
果
で
し
た
。

た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
開
催
で

　
　
　
　

日
本
勢
が
初
の
金
メ
ダ
ル

　

た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
４
年
連
続
の
開
催
と
な
っ
た

「
２
０
１
８
Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
秋
田
た
ざ
わ
湖
大
会
」
が
、
３
月
３
日
と
４
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
後
の
W
杯
と
い
う
こ
と
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
選
手
を
は
じ
め
、
13
か
国

か
ら
男
女
71
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
モ
ー
グ
ル
競
技
、２
日
目
は
デ
ュ
ア
ル
モ
ー

グ
ル
競
技
が
行
わ
れ
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
熱
戦
を

見
よ
う
と
、
２
日
間
で
１
万
人
を
超
え
る
観
客
で
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

歓
声
が
響
き
渡
っ
た
２
日
間

【男子】  １堀島行真（中京大）  ２ミカエル・キングズベリー（カナダ）  

３ドミトリー・レイヒャート（カザフスタン）  ６藤木豪心 ( 立命大 )    

７遠藤尚（忍建設）  15 四方元幾（愛知工大）  20 西伸幸（マンマーノ

フーズ）  32 渡辺大晴（龍谷大）

【女子】  １テス・ジョンソン（アメリカ）  ２ブリトニー・コックス（オー

ストラリア）  ３ラウラ・グラーゼマン（ドイツ）  4 冨高日向子（白

馬ク）  11 伊藤さつき（豊田鉄工）  16 住吉輝紗良（北海道・倶知安高）  

18 伊藤みき（北野建設）  29 星野純子（リステル）

【男子】  １堀島行真（中京大）  ２ミカエル・キングズベリー（カナ

ダ）  ３ドミトリー・レイヒャート（カザフスタン）  9 遠藤尚（忍建設）  

11 四方元幾（愛知工大）  13 原大智（日大）  28 西伸幸（マンマーノフー

ズ）  30 渡辺大晴（龍谷大）  32 藤木豪心 ( 立命大 )

【女子】  １ペリーヌ・ラフォン（フランス）  ２ジャスティン・デュ

フォーラポイント（カナダ）  ３キートン・マカーゴー（アメリカ）  

6 星野純子（リステル）  13 冨高日向子（白馬ク）  14 住吉輝紗良（北

海道・倶知安高）  17 伊藤みき（北野建設）  18 伊藤さつき（豊田鉄工）

モーグルMogul

デュアルモーグルDual Mogul

①観客を魅了したエアを決める堀島選手。②デュ
アルモーグル表彰式で笑顔を見せる選手たち。③
デュアルモーグル競技男子決勝でキングズベリー
選手に一歩も引けをとらない堀島選手。④ 2 日間
会場を盛り上げてくれた大会アンバサダーの上村
愛子さん。⑤平昌オリンピックで銅メダルを獲得
した原選手のメダルがスキーセンターレラに展示
されました。⑥前日の日本選手の記者会見。⑦地
元の屋台が出店し、行列を見せるほど賑わいまし
た。⑧平昌オリンピックで銅メダルに輝いた原選
手の華麗なエア。⑨デュアルモーグル競技女子で
惜しくも４位になった冨高選手。⑩市内の小学生
たちが選手たちに熱い応援を送ってくれました。

2 3

4 5

7

8 9

10

6

Ｑ .誰か応援した選手はいる？

Ａ .男子の堀島選手を応援した。

Ｑ . 優勝した堀島選手や外国人選手を

観てどうだった？

Ａ .堀島選手は、スピードが速くて、エ

アのジャンプがすごかった。外国人選

手もみんなすごい滑りだった。

Ｑ .モーグルはまた観てみたい？

Ａ .ターンが素早くてとても迫力がある

ので、ぜひ来年も見に来て応援したい。

生 保 内 小（ ６ 年 ）　
菅原　陽

あきひこ

彦くん

Ｑ .観戦してみてどうだった？

Ａ . 去年も観戦して、今年は平昌オリ

ンピックでモーグルを見て興味があっ

たので、とても楽しかった。平昌オリン

ピックでは、堀島選手はあまり調子が

よくなくていい滑りができなかったけ

ど、今日は高得点を出して１位で終わる
ことができてすごいと思った。

　キングズベリー選手のターンやエア、

スピードがずば抜けていて、さすがチャ

ンピオンだなぁと思った。

角館小（５年）
佐藤　晴

は る き

規くん

３日には生保内・神代・西明寺・桧木内小学校、4 日には角館・
中川・白岩小学校の５、６年生が観戦し、その感想を聞きました。

盛り上がりを見せた大会の様子を、ほんの一部ですが写真でご紹介します。

1

熱戦  ×  歓声

　大会結果（敬称略）

　フォトギャラリー　

　小学生が試合を観戦しました
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２
月
20
日
、
田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

で
、
田
沢
湖
の
湖
底
調
査
を
行
っ
た
研
究

者
に
よ
る
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
民
な
ど
約
80
人
が
参
加

し
、
調
査
内
容
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
湖
底
調
査
は
、
秋
田
県
の
「
未
来

づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
事
業
の
一
環

と
し
て
、
市
と
秋
田
大
学
、
高
知
大
学
、

大
阪
市
立
大
学
な
ど
が
２
０
１
５
年
か

ら
、
堆
積
物
採
取
や
水
中
テ
レ
ビ
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
湖
底
観
測
な
ど
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

始
め
に
、
秋
田
大
学
の
石
山
大
三
教
授

が
「
湖
水
の
化
学
組
成
に
つ
い
て
、
表
層

か
ら
湖
底
ま
で
ほ
ぼ
均
質
で
あ
り
、
湖
水

は
循
環
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後

の
田
沢
湖
の
水
質
変
化
に
着
目
し
た
い
」

と
報
告
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
高
知
大

学
の
松
岡
裕
美
准
教
授
が
「
湖
底
に
ジ
ュ

ラ
ル
ミ
ン
製
の
パ
イ
プ
を
打
ち
込
み
、
堆

積
物
を
採
取
し
た
約
３
㍍
の
サ
ン
プ
ル
は

約
７
千
年
の
間
に
で
き
た
も
の
。
こ
の
間
、

何
度
も
地
震
や
噴
火
な
ど
が
起
こ
っ
て
い

る
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
元
鹿
児
島
大
学
教
授
で
産
業

技
術
総
合
研
究
所
の
鹿
野
和
彦
氏
が
「
田

沢
湖
が
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
こ
と
は
改
め

て
確
認
で
き
た
。
湖
底
の
沈
殿
物
は
玉
川

温
泉
水
が
入
っ
て
で
き
た
混
合
物
で
、
主

成
分
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
シ
リ
カ
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
の
見
解

を
述
べ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
を
披
露
す
る
青
谷
明
日
香
さ
ん
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　3 月 1 日、JR 田沢湖駅 2 階に『森と遺跡の展示室』
がオープンしました。
　この展示室は、昨年 3 月末で閉館した田沢湖郷土史
料館で収蔵していた貴重な埋蔵文化財資料を、別の形
で皆さまにご覧いただくための観光施設です。
　当日は、関係者が集まりオープニングセレモニーを
行った後、展示室を見学しました。
　室内には「潟前遺跡」や「黒倉遺跡」に関する土器
や資料が並び、誰もが無料で見学できる空間となって
います。JR 田沢湖駅を利用される方はもちろん、お近
くにお越しの際はぜひ、お立ち寄りください。

Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
に
新
設

「
森
と
遺
跡
の
展
示
室
」

　2 月 28 日、「KYADOPONPONGIE」と題したシンガー
ソングライター・青谷明日香さん（大仙市出身）のコン
サートが仙北市民会館大ホールで行われました。
　このコンサートは、青谷さんとこれまで交流がある生
保内小学校の児童や生保内中学校の生徒たちの卒業祝賀
記念として開催されたものです。
　当日は、両校の全校児童・生徒のほか、だしのこ園の
園児や一般の方など、約 450 人が会場に集まりました。
　参加者は、青谷さんの透き通る歌声やふるさとの情景
が浮かぶメロディに聴き入ったり、生保内小学校バー
ジョンの「あんべいいな」をみんなで歌ったりしながら、
大いに盛り上がりました。

『KYADOPONPONGIE』

「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
」
顕
彰
事
業

こ
ま
ち
の
会
が
表
彰

市役所田沢湖庁舎に受賞報告に訪れた村上陽子会長（左）
と事務局の黒澤文喜さん（右）。

　

２
月
26
日
、
仙
北
地
域
振
興
局
で
平

成
29
年
度
仙
北
地
域
振
興
局
「
元
気
な

ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
」
顕
彰
事
業
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
田
沢
湖
駅
前
広
場

を
活
用
す
る
会
「
こ
ま
ち
の
会
」
が
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
ま
ち
の
会
」
は
、
田
沢
湖
の
玄
関

で
あ
る
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
前
広
場
を
活
用

し
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
・
開
催
し
て

駅
前
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
27
年
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
花
壇
作
り
や
駅
前
歩
道
の

田沢湖湖底調査報告会

　

２
月
12
日
、「
第
13
回
仙
北
市
民
ス
キ
ー
大
会
」
が
、

た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
各
種
目
１
位
選
手
〈
敬
称
略
〉

【
ア
ル
ペ
ン
】
▼
１
年
男
子
大
回
転
Ｂ 

村
上
博
都　

▼

同
２
年
女
子 

伊
藤
愛
莉　

▼
同
男
子 

藤
原
遙
大　

▼

同
３
年
女
子 

三
嶋
愛
美　

▼
同
男
子 

佐
藤
丈　

▼
４

年
女
子
大
回
転
Ａ 

佐
々
木
碧
波　

▼
同
男
子 

田
村
遼

▼
同
５
年
女
子 

田
中
結
衣　

▼
同
男
子 

伊
藤
太
翔　

▼
同
６
年
女
子 

髙
橋
あ
め
り　

▼
同
男
子 

田
口
天
太

▼
同
中
学
女
子 

佐
々
木
爽
楽　

▼
同
男
子 

田
中
恒
清

▼
一
般
女
子
Ｂ 

田
村
生
子　

▼
同
男
子 

藤
川
悟
志　

▼
同
女
子
Ｃ 

佐
々
木
珠
代　

▼
同
男
子 

豊
島
忠
直
・

齋
藤
博
栄

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】
▼
１
年
女
子
1.2
Ｋ 

荒
澤
凛
桜

▼
同
男
子 

清
水
健
真　

▼
同
２
年
男
子 

齋
藤
航
志　

▼
同
３
年
男
子 

清
水
快
真　

▼
４
年
女
子
２
Ｋ 

木
元

陽
南
美　

▼
同
５
年 

佐
々
木
栞
奈　

▼
同
男
子 

佐
藤

駿
太　

▼
同
６
年
女
子 

荒
澤
愛
凛　

▼
同
男
子 

遠
藤

卓　

▼
一
般
女
子
２
Ｋ 

鈴
木
雅　

▼
同
男
子 

千
葉
一

樹　

▼
中
学
男
子
４
Ｋ 

鈴
木
勇
太
郎　

▼
高
校
男
子
４

Ｋ 

千
葉
駿　

▼
リ
レ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー 

ク
ロ
カ
ン
愛
好

会
（
大
石
（
柊
）・
大
石
（
海
）・
後
藤
）　

▼
同
中
学

男
子 

神
代
中
（
佐
々
木
・
佐
藤
・
布
谷
）　

▼
同
小
学

女
子 

神
代
Ｘ
Ｃ
ス
ポ
少
女
子
チ
ー
ム
（
樋
口
・
荒
澤
・

佐
々
木
）　

▼
同
男
子 

神
代
Ｘ
Ｃ
ス
ポ
少
Ａ
（
遠
藤
・

藤
村
・
佐
藤
）

第
13
回  

仙
北
市
民
ス
キ
ー
大
会

研究者たちの興味深い報告内容を、参加者は熱心に聞いていました。

除
草
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
の
ほ
か
、

駅
前
広
場
で
の
夏
祭
り
や
冬
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
り
田
沢
湖
を
訪

れ
る
観
光
客
の
お
も
て
な
し
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
賑
わ
い
創
出
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
出
席
し
た
村
上
陽
子
会
長

は
「
今
回
の
受
賞
は
今
後
の
『
こ
ま
ち

の
会
』
の
活
動
に
大
き
な
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
地
域

の
理
解
も
深
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
や

駅
前
町
内
会
と
と
も
に
進
め
て
い
ま
す
。

青谷明日香コンサート

テープカットでオープンをお祝いしました（上）。
展示室には、貴重な土器等がたくさん並びます（下）。

～水質改善に期待高まる～

会
員
一
同
、
四
季

に
あ
っ
た
活
動
の

充
実
を
め
ざ
し
、

頑
張
ろ
う
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
活
動
を
通

し
て
人
と
人
と
の

輪
が
広
が
っ
て
い

く
こ
の
喜
び
を
、

こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

①
秋
田
大
学
の
石
山
教
授
。

②
高
知
大
学
の
松
岡
准
教
授
。

③
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
鹿
野
氏
。

①

② ③
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　2 月 17 日・18 日の 2 日間、たざわ湖スキー場特設会場
で「第 47 回田沢湖高原雪まつり」が開催されました。
　恒例の雪中宝探し大会や、ゆるキャラステージショー、日
本トップ選手の岡田亜佑美さんによるスラックラインのパ
フォーマンスなどが行われ、来場者を楽しませていました。
　夜には雪像がライトアップされた中、仙北市の小正月行
事や花火などが行われ、会場は幻想的な景色に包まれてい
ました。
　今年初開催の『汁ー椀グランプリ』では、8 出店者からこ
だわりの 1 杯が提供され、来場者は体を温めながらお気に
入りの 1 杯に投票し、屋台村田舎料理なかや（秋田市）の「日
本海秋田ずわい蟹汁鍋」が、初代グランプリに輝きました。

大
人
気
の
『
ゆ
る
キ
ャ
ラ
』
が
勢
揃
い
！

田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ
り

会場には、たくさんの屋台が軒を連ね、美味しい香りが漂いました。

　3 月 2 日、中里塞之神堂前（桧
木内字中里）で「中里のカンデッ
コ あ げ（ 県 指 定 無 形 民 俗 文 化
財）」が行われました。
　参加者は、カンデッコ（朴の
木で作った小型の鍬と男根をか
たどったクルミの若木を縄で一
対に結んだもの）をご神木に投
げかけ、子宝や縁結びなどを祈
願しました。

簡単そうに見えるカンデッコあげは、うまく枝に
かけるにはコツがあるようです（上）。
当日は、約 200 個のカンデッコが用意されました

（左）。

　3 月 2 日、市役所田沢湖庁舎駐車場で
田沢湖生保内地区に古くから伝わる小正
月行事『なろか』が行われました。
　この行事は、稲わらに火をつけて振り
回し、1 年の豊作を願うものです。当日
は、強風のためにお焚き上げやわらたい
まつ行進を行うことはできませんでした
が、揚げパンやうどんなどを楽しみに、
会場には家族れなどが訪れていました。
　なお、お預かりした「しめ飾り」「門松」 
などは、後日、お祓いのうえお焚きあげ
します。

悪天候のため、お焚き上げやわらたいまつ行進は残念
ながら中止に。地元の方々が訪れ、揚げパンやうどん
を買い求めていました。

中
里
の
カ
ン
デ
ッ
コ
あ
げ

な
ろ
か

まつり

2018

冬魅力い
っぱい

寒さも吹
き飛ぶ

大雪像「西郷どん」。

　

３
月
は
旅
立
ち
の
季
節
で
す
。
小
学
校
も
中

学
校
も
高
校
も
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
新
入
生

を
迎
え
る
準
備
が
進
み
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

限
ら
ず
、
転
勤
だ
っ
た
り
引
っ
越
し
だ
っ
た
り

…
。
お
店
や
会
社
、
農
家
も
春
に
向
け
た
作
業

で
多
忙
で
す
。
加
え
て
今
年
は
大
雪
で
、
排
雪

作
業
も
か
な
り
難
儀
で
す
。

　

先
日
、
角
館
高
校
の
卒
業
式
に
出
席
し
ま
し

た
。
２
４
３
人
の
卒
業
生
は
、
一
人
ひ
と
り
が

未
来
で
す
。
40
年
く
ら
い
前
に
、
私
も
そ
の
中

の
一
人
で
し
た
。
感
じ
た
こ
と
の
な
い
開
放
感

と
多
く
の
不
安
…
。
校
長
先
生
や
来
賓
の
皆
さ

ま
か
ら
は
、
大
切
な
お
話
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
が
全
く
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う

に
、
後
年
に
な
っ
て
私
の
祝
辞
を
思
い
出
せ
る

人
が
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
す
。
で
も
人
生

の
先
輩
と
し
て
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
な

ら
と
、
次
の
よ
う
な
お
話
を
し
ま
し
た
。
以
下

は
概
要
で
す
。

　

「
～
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
は
、
他
の
誰
で
も

な
い
、
世
界
で
唯
一
の
存
在
で
す
。
他
人
と
の

比
較
で
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
戦
う
べ
き
相

手
は
己
自
身
で
す
。
少
し
ぐ
ら
い
上
手
く
い
か

な
く
て
も
、
決
し
て
自
身
を
過
小
評
価
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
可
能
性
に
勝
手
に
限
界
を
つ
く

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
家
族
や
友
人
、
社
会
へ

の
思
い
や
り
や
感
謝
が
、
皆
さ
ま
を
さ
ら
に
大

き
く
成
長
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。

辛
い
と
き
は
、
周
囲
と
重
荷
を
分
け
合
っ
て
く

だ
さ
い
。
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
強
さ
は
変
化
を
恐
れ
な
い
心
の
持
ち

よ
う
で
す
。
夢
を
諦
め
な
い
信
念
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
郷
里
、
秋
田
県
、
そ
し
て
国
家
の
支
え

と
な
れ
る
よ
う
、
い
つ
ま
で
も
挑
戦
者
で
い
て

く
だ
さ
い
。
世
界
に
目
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

追
い
求
め
る
者
は
、
諦
め
な
い
限
り
、
た
と
え

カ
タ
チ
が
変
わ
っ
て
も
、
必
ず
納
得
で
き
る
結

果
に
巡
り
会
え
ま
す
。
そ
れ
が
人
生
の
真
理
で

す
。
仙
北
市
は
、
今
後
も
国
際
文
化
都
市
と
し

て
成
長
を
続
け
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
か
ら
お

力
を
お
借
り
し
た
い
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
将
来
ス
テ
ー
ジ
に
、
仙
北

市
を
選
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
～
」。

　

高
校
生
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
お

伝
え
し
た
い
思
い
で
す
。

　

人
生
は
、
本
当
に
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
、
各
々
の
幸
せ
を
手
に
で
き
る
人
生

に
な
っ
て
欲
し
い
、
そ
う
市
民
の
誰
も
が
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
協
力
者
も
き
っ
と
い

ま
す
。
み
ん
な
頑
張
れ
！
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
な
ら
』

No.129

まちづくり
日記

　
２
月
10
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
第
27
回
あ
き
た
十
文
字
映
画
祭
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　
あ
き
た
十
文
字
映
画
祭
の
ス
タ
ッ
フ
と

は
、
秋
田
県
内
の
撮
影
支
援
の
際
に
、
エ

キ
ス
ト
ラ
の
手
配
等
で
お
互
い
に
協
力
し

あ
う
関
係
で
、
日
頃
か
ら
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

　
映
画
祭
当
日
は
、
吹
雪
の
悪
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
観
客
が
訪
れ
、

映
画
は
も
ち
ろ
ん
、
映
画
監
督
や
出
演
者

の
舞
台
挨
拶
、
ト
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
映
画
「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
レ
ボ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
で
車
い
す
の
身
体
障
が

い
者
役
を
演
じ
た
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー

さ
ん
は
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
、「
手
書
き
の

看
板
が
昭
和
の
雰
囲
気
が
あ
り
、
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
だ
。
自
治
体
や
市
民

が
作
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
は
、
地
方
の
小

さ
な
町
が
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
外
の
文
化
と
内
の
文
化

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

の
よ
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
て
更
に
よ
く

し
て
い
く
話
を
お
聞
き
し
、
か
く
の
だ
て

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
外
の
映
像
文

化
を
取
り
入
れ
て
い
く
活
動
に
関
わ
っ
て

い
る
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
情
報
発
信
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
映
画
関
係
者
も
参
加
す
る
交
流
会
で

は
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
学
長
の
根
岸
吉

太
郎
監
督
と
直
接
お
話
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
著
名
な
映
画
人
の
方
々
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大
き
な

収
穫
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、様
々

な
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
、
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
撮
影
支
援
を
行
っ
た
映
画

が
、
あ
き
た
十
文
字
映
画
祭
で
上
映
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
、
更
な
る
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）大雪の十文字映画祭。
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▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ

　
市
内
に
夫
婦
名
義
の
住
宅
が
な
く
、
新
築
ま

た
は
建
売
住
宅
を
取
得
す
る
子
育
て
世
帯
や

45
歳
以
下
の
夫
婦
を
応
援
す
る
た
め
、
次
世
代

定
住
支
援
事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
下
記
の
「
②
提
出
書
類
等
」

に
よ
り
期
限
ま
で
に
必
要
と
す
る
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.sem

boku.akita.jp/eg
ukite/jisedai_

teijyu.htm
l

）
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
地
方
創

生
・
総
合
戦
略
室（
田
沢
湖
庁
舎
２
階
）、角
館
・

西
木
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
（
新
築
・
建
売
）
に
助
成
し
ま
す

（
次
世
代
定
住
支
援
事
業
補
助
金
）

【
問
合
せ
】
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室
（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
１
５

　　  提出書類等

対象者 提出書類 提出期限 添付書類

平成30年4月

1日以前に工
事着手または
売買契約をし、
平成30年度に
登記登録完了
予定の方

①実施計画書
平成30年

3月31日

▼工事請負契約書または売買契約書の写し

▼工事内訳明細書の写し

▼工事概要がわかる図（位置図・配置図・平面図）

②次世代定住支
　援事業補助金
　申請書

平成30年

4月1日以降
速やかに

▼工事請負契約書または売買契約書の写し

▼工事内訳明細書の写し

▼工事概要がわかる図（位置図・配置図・平面図）

▼市税に滞納がないことを証する書類

▼世帯全員の戸籍の附票または世帯全員の住民票

▼定住誓約書

平成30年4月

1日以降に工
事着手または
売買契約をし、
平成30年度に
登記登録完了
予定の方

①意向調査書
平成30年

3月31日

②（工事請負契約後

　 の工事着手前に）

　次世代定住支
　援事業補助金
　申請書

平成30年

4月1日～

12月28日

▼工事請負契約書または売買契約書の写し

▼工事内訳明細書の写し

▼工事概要がわかる図（位置図・配置図・平面
図）

▼市税に滞納がないことを証する書類

▼世帯全員の戸籍の附票または世帯全員の住民票

▼定住誓約書

2

　　  補助金の額

補助の種類 補助金額等 補助限度額

定住世帯 1世帯　40万円

移住世帯 1世帯　60万円

子育て加算
18歳以下の子どもや高
校等に在学する子ども

1人につき 10万円

1世帯

20万円

市内施工業
者加算

市内施工業者が工事を
行う場合10万円

1

地転用による農業振興地域
除外・編入申請受付のお知らせ農 【問合せ】農山村活性課 農業振興計画担当

（西木庁舎）☎43-2206

　農業振興地域内にある田や畑、一部の山林・原野などを農用地以外の用途（住居、工場、資材置場、駐車場等）に利

用する場合は、農業振興地域からの除外手続きが必要となります。

　農業振興地域農用地区域内から除外する場合は、除外の要件を満たしていることが必要となっています。

●除外要件／ ▼農用地区域以外に代替できる土地がなく、また事業規模に対して妥当な面積であること  ▼除外によって

農地の集団性や、農作業の効率化に支障がないこと  ▼周辺の担い手等の農用地の利用の集積に支障がないこと  ▼土

地改良施設（農道や水路等）に支障を及ぼさないこと  ▼土地改良事業を実施中の区域でないこと、実施済みの場合は

完了後８年以上経過していること　※除外要件など詳しい内容については、お問い合わせください。

●受付期間／ 3月16日㈮～ 4月16日㈪

別
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
集
落
名･

町
内
名
や
氏
名

が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
や
正
し
く
分

別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
回
収
し

な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

  

▼

一
度
に
大
量
の
ご
み
を
集
積
所
へ
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
特
定
の
方
が
一
度
に
大
量
の
ご
み
を
集
積

所
に
出
す
と
、
ご
み
が
集
積
所
内
に
入

り
き
ら
な
い
な
ど
、
利
用
し
て
い
る
方
々

に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一

度
に
大
量
の
ご
み
を
排
出
す
る
場
合
は
、

市
の
廃
棄
物
処
理
施
設
へ
直
接
持
ち
込

む
か
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

  

▼

事
業
所
や
商
店
か
ら
出
た
ご
み
は
、
市

で
収
集
を
す
る
ご
み
集
積
所
へ
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
事
業
所
や
商
店
か
ら
出
た
ご
み
は
、
排

出
者
が
自
ら
処
理
す
る
か
、
事
業
系
一

般
廃
棄
物
の
場
合
は
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
許
可
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
産
業
廃
棄
物
は
、
市
で
収
集
や

処
理
は
で
き
ま
せ
ん
。
産
業
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
や
処
理
の
許
可
を
持
っ
て
い

る
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
仙
北
市
ご
み
集
積
所
整
備
補
助
金
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
や
環
境
美
化

の
推
進
を
目
的
に
、
市
で
収
集
し
て
い
る

ご
み
集
積
所
の
建
替
や
修
繕
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
年
度
の
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終

了
と
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
の
「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」
は
、
今
号
の
広
報
と
同
時
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
と
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
年
末
年
始
・
祝
日
の
関
係
で
い

つ
も
と
収
集
す
る
日
が
違
う
月
も
あ
り
ま

す
の
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の
う
え

ご
み
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
角
館
地
域 

平
成
30
年
度
版
「
家
庭
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
確
認
の
お
願
い

　
燃
え
る
ご
み
を
出
す
曜
日
が
、
平
成
29

年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
違
う
も
の
（
違
う

グ
ル
ー
プ
）
が
届
い
て
い
ま
し
た
ら
、
お

取
り
替
え
し
ま
す
の
で
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
集
積
所
の
使
用
に
つ
い
て

　
仙
北
市
の
ご
み
集
積
所
は
、
町
内
会
や

自
治
会･

住
民
組
織
等
に
よ
り
設
置
さ
れ
、

管
理
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
出
す

際
に
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
や
市
の
ご
み
出

し
ル
ー
ル
に
従
い
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

●
仙
北
市
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル

  

▼

必
ず
、
午
前
８
時
前
ま
で
に
ご
み
を
集

積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
の
収
集
は
午
前
８
時
か
ら
開
始
し
ま

す
。
回
収
す
る
ご
み
の
種
類
や
量
に
よ
っ

て
、
い
つ
も
来
る
時
間
よ
り
早
く
回
収

し
終
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

  

▼

必
ず
ご
み
袋
に
集
落
名･

町
内
名
や
氏

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
袋
に
名
前
を
書
く
こ
と
で
、
排
出
者
が
出

し
た
ご
み
に
責
任
を
持
ち
、
適
正
な
分

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

（
角
館
町
薗
田
） 

☎
（
54
）３
３
０
５

付
金
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
県
内
初
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
使
い
方
が

わ
か
ら
な
い
場
合
は
職
員
が
お
手
伝
い
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
学
習
資
料
館
で
は
、
清
潔
・
安
全
・
快

適
に
図
書
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

図
書
消
毒
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
紫
外
線

を
使
っ
て
30
秒
で
殺
菌
消
毒
す
る
と
と
も

に
、
風
を
あ
て
、
ペ
ー
ジ
に
は
さ
ま
っ
た

ゴ
ミ
や
に
お
い
を
取
る
図
書
専
用
の
消
毒

機
で
す
。

　
平
成
29
年
に
仙
北
市
ゆ
か
り
の
作
家
高

井
有
一
先
生
の
旧
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
、
学

習
資
料
館
で
「
高
井
有
一
文
庫
」
と
し
て

整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。
図
書
消
毒
機
は

こ
れ
ら
貴
重
な
資
料
を
適
正
な
保
存
状
態

で
管
理
で
き
る
よ
う
、
ご
遺
族
か
ら
の
寄

県
内
初
！ 

図
書
消
毒
機

サ
ー
ビ
ス
開
始

【
問
合
せ
】
学
習
資
料
館

（
角
館
町
田
町
上
丁
） 

☎
（
43
）３
３
３
３

　
市
民
に
身
近
な
場
所
か
ら
の
情
報
提
供

を
行
う
た
め
、
２
月
24
日
か
ら
タ
カ
ヤ
ナ

ギ
ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
（
角
館
町
上
菅
沢
）

の
店
内
に
仙
北
市
情
報
ス
ペ
ー
ス
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
ほ

か
、
ご
自
由
に
お
持
ち
で
き
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
場
所
は
北
側
入
口

（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
側
）
か
ら
入
店
し

て
す
ぐ
左
側
で
す
。

※
掲
示
す
る
お
知
ら
せ
お
よ
び
設
置
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
市
関
係
機
関
か
ら
の

も
の
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仙
北
市
情
報
ス
ペ
ー
ス
を

開
設
し
ま
し
た

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
２
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▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001
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▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
区
分
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
（
ひ
と
り
親
家
庭
の
区
分
は

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）
や
、
そ
の
他
不
明

な
点
が
あ
る
方
は
、
市
民
生
活
課
国
保
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
、
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
へ

　
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

次
に
該
当
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

●
届
出
が
必
要
な
場
合

  

▼

住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

  

▼

ひ
と
り
親
家
庭
で
は
な
く
な
っ
た
と
き

　（
事
実
婚
含
む
）

  

▼

転
出
、
死
亡
し
た
と
き

  

▼

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の
等
級

　
が
変
わ
っ
た
と
き

  

▼

受
給
者
証
を
紛
失
、
汚
損
、
破
損
し
た
と
き

  

▼

受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
た
と
き

※
健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
（
障
が
い
者
の
区
分
で
該
当
し
て
い
る
方
）、
受

給
者
証
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
近
く
の
市

役
所
各
庁
舎
・
出
張
所
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
に
高
校
等
へ
入
学
す
る
、
ま
た
は

ひ
と
り
親
家
庭
で
３
月
に
高
校
等
を
卒

業
す
る
方
へ

　
現
在
、
有
効
期
限
が
３
月
31
日
ま
で
の

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で

も
、
新
た
に
別
の
区
分
に
該
当
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
仙
北
市
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
～
３
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
を
お

持
ち
の
方
は
障
が
い
者
の
区
分
で
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
15
歳
以
上
（
高
校
生
以
上
）
18

歳
ま
で
（
高
校
等
卒
業
ま
で
）
の
方
に
つ

い
て
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
区
分
で
、
引

き
続
き
福
祉
医
療
に
該
当
す
る
旨
の
通
知

を
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
。

　
通
知
が
届
い
た
方
は
、
お
近
く
の
市
役

所
各
庁
舎
・
各
出
張
所
で
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。
申
請
い
た
だ
い
た
月
の
初
め
か

ら
新
た
な
区
分
で
福
祉
医
療
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お

持
ち
で
な
い
方
で
、
上
記
障
が
い
者
の
区
分

福
祉
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係

（
角
館
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
１
６

続
き
を
し
な
い
と
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
続
け
ま
す
。

　
名
義
変
更
・
廃
車
等
の
届
出
先
は
車
種

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
次
の
表
を
参

考
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
４
月
１
日
が
日
曜
日
で

す
の
で
、
該
当
す
る
車
両
が
あ
る
場
合
は

３
月
30
日
㈮
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
車
両

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　
譲
渡
や
廃
棄
を
し
て
車
両
が
手
元
に
な

い
の
に
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
車
両
を
譲
渡
し
た
場
合
や
所
有
者
が
死

亡
し
た
場
合
は
、
名
義
変
更
等
の
手
続
き

を
し
な
い
と
前
所
有
者
や
亡
く
な
っ
た
方

に
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
続
け
ま
す
。

　
車
両
を
廃
棄
し
た
場
合
は
、
廃
車
の
手

軽
自
動
車
税
は

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
７

車種 届出先

原動機付自転車

（125㏄以下）

小型特殊自動車

（農耕・その他）

ミニカー

税務課、角館・西木地域センタ－、各出張所

手続きに必要なもの

《名義変更の場合》納税義務者と届出者の印鑑、

譲渡証明書等

《廃車の場合》ナンバープレート、納税義務者

と届出者の印鑑等

※ナンバープレートを紛失・破損等の理由により返

納できない場合は、弁償金200円が必要です。

問合せ  ☎税務課43-1117

下記の車種の手続きについては、次の機関へお問い合わせください。

車種 担当機関

四輪軽自動車

軽二輪

（125cc 超250cc 以下）

三輪軽自動車

角館地区自家用自動車協会

　☎53-2209  （角館町上菅沢194）

軽自動車検査協会秋田県事務所

　☎ 050-3816-1834
　（秋田市寺内字三千刈463-3）

二輪の小型自動車

（250cc 超）

雪上車

角館地区自家用自動車協会

　☎53-2209  （角館町上菅沢194）

東北運輸局秋田運輸支局登録部門

　☎050-5540-2012
　（秋田市泉字登木74-3）

ま
せ
ん
。

●
雇
用
予
定
期
間
／
４
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日
（
勤
務
は
４
月
２
日
か
ら

と
な
り
ま
す
）

●
募
集
期
間
／
３
月
16
日
㈮
～
26
日
㈪

　
17
時
ま
で

●
面
接
日
時
／
３
月
27
日
㈫ 

９
時
30
分
～

●
面
接
場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
角
館
か
ら

の
紹
介
状
に
履
歴
書
を
添
え
て
、
募
集

期
間
内
に
税
務
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

※
採
用
は
、
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
採
用

人
数
、
雇
用
予
定
期
間
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
市
税
や
市
に
納
め
て
い
た
だ

く
各
種
料
金
の
徴
収
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
特
別
徴
収
専
門
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
／
市
税
・
そ
の
他
各
種
料
金

の
徴
収
業
務
、
書
類
整
備
、
訪
問
記
録

デ
ー
タ
入
力
等

●
募
集
人
数
／
特
別
徴
収
専
門
員 

５
人

●
必
要
な
資
格
等
／
普
通
自
動
車
運
転
免

許
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

●
求
め
る
人
材
／
▼

対
人
折
衝
・
交
渉
・
営

業
・
一
般
事
務
等
の
経
験
が
あ
る
方 

▼

市
税
・
そ
の
他
各
種
料
金
の
滞
納
整
理
に

対
し
熱
心
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方

※
募
集
開
始
の
時
点
で
仙
北
市
の
職
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
る
方
は
応
募
す
る
こ
と
が
で
き

仙
北
市
特
別
徴
収
専
門
員

を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
７

タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
）

●
４
月
２
日
㈪
納
期
限
の
税
目

 

▼

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）　
随
期 

第
１
期

 

▼

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）

　
随
期
第
１
期

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

   

随
期 

第
１
期

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

   

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
地

   

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
夜
間
納
税
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
３
月
29
日
㈭ 

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ
ン

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
７

た
め
、
各
納
付
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
１
冊
に
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
１
枚

ず
つ
に
分
か
れ
た
状
態
で
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
期
別
・
納
期
限
な
ど
よ
く
確

認
し
て
か
ら
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
子
マ
ネ
ー
納
付
を
利
用
さ
れ

た
場
合
、
領
収
証
書
の
発
行
は
行
い
ま

せ
ん
。
領
収
証
書
が
必
要
な
場
合
、
コ

ン
ビ
ニ
・
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
コ
ン
ビ
ニ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
電
子
マ

ネ
ー
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
納
付
書

  

▼

コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字

さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

は
可
）

  

▼

納
期
限
・
取
扱
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
も

の

  

▼

破
損
、
汚
損
等
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
の

読
み
取
り
が
で
き
な
い
も
の

  

▼

金
額
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
も
の

※
右
記
に
該
当
す
る
も
の
は
、
金
融
機
関
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

●
市
内
店
舗
等
一
覧
／

  

▼

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
セ

ブ
ン

‐
イ
レ
ブ
ン
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ

キ
各
店
舗

  

▼

Ｍ
Ｍ
Ｋ
端
末
設
置
店
（
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
ワ

ン
ダ
ー
モ
ー
ル
店
、
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
グ

ラ
ン
マ
ー
ト
田
沢
湖
店
、N

ew
D
a
ys 

K
IO

S
K

田
沢
湖
駅
店
、New

D
ays

角
館
）

  

▼

郵
便
局
各
局

　
平
成
30
年
４
月
以
降
に
発
行
さ
れ
る
納

付
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
か
ら
の

納
付
に
加
え
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア（
コ
ン
ビ
ニ
）、ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
東

北
６
県
内
）、
一
部
の
電
子
マ
ネ
ー
で
の

納
付
に
対
応
し
ま
す
（
利
用
可
能
な
コ
ン

ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
は
納
付
書
裏
面
に
記

載
し
て
い
ま
す
）。
手
数
料
が
か
か
ら
ず
、

よ
り
多
く
の
場
所
・
時
間
帯
で
納
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
従
来
の
納
付
書
も
、
現
行
の
金
融
機
関
、
市

役
所
各
庁
舎
・
各
出
張
所
で
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
電
子
マ

ネ
ー
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
科
目

 

▼

市
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
）

  

▼

保
育
料
・
預
か
り
保
育
料

  

▼

施
設
な
ど
の
使
用
料

  

▼

墓
地
管
理
な
ど
の
手
数
料

  

▼

寄
附
金

  

▼

賃
貸
料

  

▼

物
品
な
ど
の
売
払
金

  

▼

育
英
奨
学
資
金
な
ど
の
借
入
金

  

▼

学
校
給
食
費

※
右
記
科
目
に
該
当
す
る
も
の
で
も
納
付
書
に

コ
ン
ビ
ニ
納
付
用
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
な
い
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ
・
電
子
マ

ネ
ー
納
付
を
、
公 

マ
ー
ク
が
印
字
さ
れ
て

い
な
い
も
の
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
納
付

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
納
付
書
様
式
が
変
わ
り
ま
す

　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
納
付
に
対
応
す
る

市
税
等
の
納
付
が

よ
り
便
利
に
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課 

収
納
対
策
室

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
１
７

　
４
月
１
日
か
ら
問
い
合
わ
せ
先
が
次
の

と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先
／

【
日
中
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）】

 

▼

水
道
・
温
泉
に
関
す
る
こ
と

　
上
下
水
道
課 

☎
43
‐
２
２
９
６

仙
北
市
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
先
変
更
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
上
下
水
道
課
（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
９
６

 

▼

料
金
に
関
す
る
こ
と 

お
客
様
セ
ン
タ
―

☎
43
‐
２
２
８
２

【
夜
間
・
土
・
日
・
祝
日
】

 

▼

水
道
・
温
泉
に
関
す
る
こ
と

　
☎
54
‐
２
３
８
８

 

▼

料
金
に
関
す
る
こ
と 

☎
42
‐
８
０
２
２
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く
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
配
偶
者
は
国
民
年
金
の
第
３
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は

配
偶
者
の
勤
務
先
経
由
で
年
金
事
務
所

に
届
出
書
を
提
出
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者
と
な

る
場
合

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
老
齢
給
付
の

受
給
期
間
が
不
足
し
て
い
る
か
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
被
保
険
者

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
65
歳

以
上
70
歳
未
満
で
老
齢
給
付
の
受
給
資

格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
も
任

意
加
入
被
保
険
者
（
特
例
任
意
加
入
被
保

険
者
）
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
を
添
付
し
て
本
人
が
手
続
き
を
行

い
ま
す
。

　
任
意
加
入
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
同
じ
で

す
が
、
保
険
料
の
免
除
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
特
例
任
意
加
入

被
保
険
者
は
付
加
保
険
料
の
納
付
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
任
意
加
入
被

保
険
者
の
場
合
、
年
金

保
険
料
の
納
付
方
法
は

原
則
と
し
て
口
座
振
替

に
な
り
ま
す
。

　
退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事

業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
引
き
続
き

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の
人
は
国
民

年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職
し
た
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶
者

（
夫
・
妻
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民

年
金
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る

場
合

　
60
歳
未
満
で
、
自
営
業
者
お
よ
び
そ
の

配
偶
者
な
ど
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
年

金
に
加
入
す
る
人
や
そ
の
被
扶
養
配
偶

者
以
外
の
人
）
と
な
る
場
合
に
は
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
に
は
住
所
地
の
市
区
役
所
ま
た

は
町
村
役
場
の
窓
口
で
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
手
続
き
に
は
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
、
離
職
証
明
書
な
ど

の
退
職
日
の
わ
か
る
も
の
を
添
付
し
て
届

出
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
る

場
合

　
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
70

歳
未
満
で
老
齢
ま
た
は
退
職
を
理
由
と

す
る
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
人
は
除

退
職
後
の
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
に
つ
い
て

　
　
　
　 

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係
（
角
館
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　  

大
曲
年
金
事
務
所 

☎
０
１
８
７（
63
）２
２
９
６

　大曲年金事務所では、

　　　予約制 による 年金相談 を実施しています

　年金相談のご予約は、相談希望日１か月前

からお電話でお受けしています。

　ご予約を受け付ける際には、相談者および

配偶者氏名、基礎年金番号、電話番号、相談

内容等について確認させていただきます。

自動音声案内となっています。「5番」をお選びく
ださい。
※電話の受付時間は 8:30 から 17:00 までです。
　（土・日・祝日、12月29日～ 1月3日を除く）

☎0187-63-2296

予約申込方法 予約時間帯

◆月曜日　　　　　8:30 ～ 18:00
◆火曜日～金曜日　8:30 ～ 16:00
◆第2土曜日　　　9:30 ～ 15:00

●年金相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号

通知書）、年金証書、振込通知書などの他、相談者

本人であることを確認できるものをご持参のうえ、

予約時間までにお越しいただき総合相談窓口にお申

し出ください。

●代理の方がご相談に来られる際には、委任状が必要

となります。

●ご都合により来所できない場合は、事前にご連絡を

お願いします。

※予約状況により、ご希望の日時を調整させていただく場合があり

ますので、あらかじめご了承願います。

待ち時間の短縮！　スムーズな年金相談のため！

予約申込電話番号

▼秋田県も国保の保険者となり、仙北市国保から秋田

県国保になります。

▼国保加入者の資格を秋田県単位で管理します。

▼被保険者証（保険証）などの証書類が秋田県国保に

併せて一部変更します。保険証等は、それぞれの一

斉更新に合わせて新たな様式になります。各更新日

までは、お手元の様式で使用できます。

▼秋田県内で転居する場合、引き続き国保加入の条件

で高額療養費の該当回数が通算され、医療費の負担

が軽減されることがあります。

都
道
府
県
が
市
町
村
と
と
も
に

国
民
健
康
保
険
を
運
営
し
て
い
き
ま
す

●
国
保
の
課
題
／
国
民
健
康
保
険
は
、
病

気
や
ケ
ガ
の
と
き
に
安
心
し
て
医
療
機

関
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
被

保
険
者
が
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
制
度
で
、
各
市
町
村
が
運

営
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
国
保
の
現
状

は
、
国
保
税
収
入
よ
り
も
医
療
費
等
に

よ
る
支
出
が
多
く
、
財
政
運
営
が
不
安

定
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
構
造
的
な
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

●
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
に
／

　
将
来
に
わ
た
っ
て
医
療
保
険
制
度
を
守

る
た
め
、
都
道
府
県
が
国
保
の
財
政
運

営
の
中
心
と
な
り
制
度
の
安
定
化
や
効

率
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
都
道
府
県
と
市
町
村
の
役
割
分
担
／

 

《
都
道
府
県
の
役
割
》

  

▼

財
政
運
営
の
責
任
主
体 

▼

国
保
運
営
方

針
を
策
定
し
効
率
化
等
を
推
進
、
市
町

村
へ
の
必
要
な
支
援
・
助
言 

▼

市
町
村

ご
と
の
標
準
国
保
税
お
よ
び
事
業
費
納

付
金
を
算
定 

▼

市
町
村
に
対
し
医
療
給

付
等
に
必
要
な
資
金
を
交
付

《
市
町
村
の
役
割
》

 

▼

国
保
事
業
費
納
付
金
を
都
道
府
県
に
対

し
納
付 

▼

国
保
被
保
険
者
の
資
格
を
管

理
し
、
保
険
証
等
の
発
行 

▼

国
保
税
の

税
率
を
決
定
し
、
税
額
を
賦
課
・
徴
収 

 

▼

保
険
給
付
の
決
定
お
よ
び
支
給 

▼

保
健

事
業
の
実
施

平
成
30
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係
（
角
館
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
１
６

▼国保の加入・喪失の届出（仙北市外への

転居時も同様）

▼医療給付・出産育児一時金・葬祭費等の

申請・支給

▼人間ドック等の助成金の申請・支給

▼保険証等の発行に関すること

▼国保税の賦課・徴収・減免等の相談

▼特定健診等の保健事業に関すること
※以上のことは、これまでどおり住所のある

役所窓口で受付します。

変わらないこと（仙北市が行います）変わること

「
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き

を
行
っ
て
い
る
」
旨
を
伝
え
、
新
し
い
健

康
保
険
証
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
速
や
か

に
受
診
し
た
医
療
機
関
・
調
剤
薬
局
へ
連

絡
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
後
も
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
医
療
機

関
等
を
受
診
し
て
い
る
場
合
は
、
か
か
っ

た
医
療
費
（
仙
北
市
が
負
担
し
た
分
）
を

返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
就
職
や
扶
養
認
定
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
医
療
機
関
等
を

受
診
で
き
ま
せ
ん
。（
職
場
の
健
康
保
険
証

が
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も

使
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
速
や
か
に
市
役
所
各
庁
舎
・
各
出
張
所

の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
で
、
国
民
健

康
保
険
を
脱
退
す
る
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
際
は
、
必
ず

ご
存
知
で
す
か
？
　
職
場
等
の
健
康
保
険
に
加
入
後
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係
（
角
館
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
１
６

非
該
当
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
続
き
に
必
要
な
も
の
／

 

▼

学
生
本
人
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証

 

▼

在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の

写
し
（
進
学
の

方
は
、
４
月
以

降
に
提
出
願
い

ま
す
）

 

▼

世
帯
主
の
認
印

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
住
所
が
あ

る
市
町
村
で
発
行
す
る
た
め
、
仙
北
市
か
ら

転
出
の
手
続
き
を
す
る
と
仙
北
市
国
民
健
康

保
険
を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
進
学
や
進
級
の
機
会
に

転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
世
帯
主
（
保
護
者
）

の
申
請
で
仙
北
市
の
保
険
証
を
発
行
で
き

ま
す
。
お
近
く
の
市
役
所
各
庁
舎
・
各
出
張

所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
も
同
様
の
手
続
き
を
し
て

い
た
方
に
は
、
関
係
書
類
を
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

進
学
に
よ
り
転
出
さ
れ
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係
（
角
館
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
１
６
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仙北市議会議員
　　　一般選挙

　次の条件をすべて満たし、選挙人名簿に登録されている方

年齢／平成12年4月16日以前に生まれた方

　※学生等で市外に居住している方は投票できません。

住所／平成30年1月7日以前から引き続き仙北市に住んでい

て、住民基本台帳に登録されている方

　※仙北市から他の市町村へ転出した場合、投票ができません。

　※入場券が届いても、仙北市外へ転出した場合は投票できません。

　※期日前投票ができる期間であれば、転出届を提出する前に、期日前投

　　票を行うことができます。

◆投票できる方

  平成30年4月15日（日）
投票 　7:00 ～ 19:00（市内21投票所）　 開票 　20:30 ～（角館交流センター）

投・開票予定
日時と会場

 4月9日（月）～4月14日（土）

 期日前投票は、お住まいの地域に関係なく次の6投票所い

ずれでも投票できます。

期日前投票所 投票時間

仙北市役所田沢湖・角館・西木庁舎 8:30 ～20:00
田沢・神代・桧木内出張所 8:30 ～17:00

　※各出張所は、投票時間が17時で終了します。

　入場券がお手元に届きましたら、入場券裏面の「期日前投票

宣誓書兼請求書」にあらかじめ所要事項を記入のうえ、投票

時にご持参ください。

1

　身体に重度の障がいがあり、次の要件にあてはまる方は、所定の手続きで、郵便等による不在者投票ができます。あらかじめ、当

選挙管理委員会から「郵便等投票証明書」の交付を受けておく必要がありますので、ご注意ください。なお、仙北市ホームページ／【市

民情報（選挙）】（http://www.city.semboku.akita.jp/citizens/14.html）からもご確認いただけます。

1. 身体障害者手帳に次のいずれかの障がい

　が記載されている方

2. 戦傷病者手帳にいずれかの障がいが記載

　されている方

3. 介護保険の被保険者証に要介

　護状態区分が「要介護5」と記

　載されている方

両下肢、体幹、移

動機能の障がい
1級または2級

両下肢、体幹の障がい
特別項症から第2項

症まで
心臓、じん臓、呼吸

器、ぼうこう、直腸、

小腸の障がい

1級または3級

心臓、じん臓、呼吸

器、ぼうこう、直腸、

小腸、肝臓 の障がい

特別項症から第3項

症まで免疫、肝臓の障がい 1級から3級まで

お知らせ

角館高校（定時制課程）駒草キャンパス体育館

角館町小館77番地2
（※ハローワーク角館前）

大曲支援学校せんぼく校

角館高校定時制校舎

駒草キャンパス体育館
南投票所設置場所

投票区 投票所

田
沢
湖
地
域

田沢 田沢交流センター

石神 石神会館

武蔵野 武蔵野会館

生保内 田沢湖健康増進センター

潟 思い出の潟分校

岡崎 岡崎生活総合センター

神代 田沢湖福祉医療センター

梅沢 森腰構造改善センター

卒田 卒田会館

西
木
地
域

上桧木内 紙風船館

桧木内
西木総合健康増進センター

（吉田体育館）

西明寺北 かたくり館

西明寺南 西木総合開発センター

投票区 投票所

角
館
地
域

北 仙北市役所角館庁舎

南
角館高校（定時制課程）

駒草キャンパス体育館

東 角館交流センター

西 角館中学校

中川 中川集落センター

雲沢 雲沢集落センター

西長野 西長野交流センター

白岩 白岩小学校

　※岡崎投票区は「岡崎生活総合センター」、南投票区は「角館高
校（定時制課程）駒草キャンパス体育館」となっていますの
で、ご注意ください。

 滞在先（出稼ぎ等）で不在者投票を行う場合は、お早めに

請求してください。仙北市役所各庁舎、各出張所窓口に3月

27日㈫から請求書を準備します。

 病院等の指定施設に入院・入所されている場合は、施設の

担当者におたずねください。

 郵便による不在者投票（郵便等投票証明書をお持ちの方）は、

4月11日㈬までに請求してください。

2

3

4

※投票日当日に仕事などのために投票所に行くことができない方は、期日前・不在者投票をご利用ください。

　任期満了に伴う仙北市議会議員一般選

挙は、平成30年4月8日㈰に告示、4月

15日㈰に投開票の予定です。

※入場券の発送について

入場券は世帯主の方宛に世帯員分をまとめて送付し

ます。4月8日頃発送予定です。

◆当日の投票所　　　投票所は、次のとおりです。入場券が届きましたら、投票場所を必ず確認してください。

◆期日前・不在者投票のできる期間

◆郵便等による不在者投票について

◆南投票区の投票場所について

のお知らせ

　南投票区の投票場所は次のとおりです。

仙北市選挙管理委員会

☎43-1150

問
合
せ
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命
の
炎
が
燃
え
尽
き
る
ま
で　
　
　
　
　

　

 　
　
　

    

桧
木
内
中
２
年　

中
島  
雪

　
「
余
命
一
年
半
で
す
。」

　

も
し
、
私
が
こ
の
よ
う
な
宣
告
を
受
け

た
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
。
絶
望
で
体
が

震
え
、
毎
日
泣
き
崩
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
あ
る
い
は
放
心
状
態
の
ま
ま
、
残

り
の
時
間
を
無
駄
に
過
ご
す
か
も
し
れ
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
ろ
平
常
心
で
は
い
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
本
の
中
の

渡
部
成
俊
さ
ん
は
違
っ
た
。
彼
は
若
く
し

て
す
い
臓
が
ん
を
患
い
、
そ
の
四
年
後
に

転
移
性
肺
が
ん
を
発
症
し
、
余
命
一
年
半

と
宣
告
さ
れ
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
彼
は
、

想
像
も
で
き
な
い
行
動
を
と
る
。
そ
れ
は

子
供
た
ち
に
「
命
の
大
切
さ
・
尊
さ
」
を

訴
え
る
た
め
に
、
地
元
の
江
戸
川
区
を
中

平
成
29
年
度

心
に
述
べ
六
十
ヶ
所
を
周
り
、
二
万
人
の

人
々
を
対
象
に
講
演
活
動
を
行
っ
た
の

だ
。

　

私
が
こ
の
本
に
興
味
を
抱
い
た
の
は

『
命
』
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た

か
ら
だ
。
世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由

で
命
を
絶
っ
て
、
リ
セ
ッ
ト
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
が
多
く
い
る
と
聞
く
。
自
ら

実
行
で
き
な
い
た
め
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ

た
見
も
知
ら
ぬ
人
に
依
頼
し
、
本
当
に
命

を
落
と
し
て
し
ま
う
と
い
う
残
忍
な
事
件

も
つ
い
先
日
、
テ
レ
ビ
を
賑
わ
し
た
ば
か

り
だ
。

　

人
は
辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
に
直
面

し
た
時
、
そ
の
場
か
ら
逃
避
し
た
い
と
思

う
。
私
も
そ
う
だ
。
私
は
バ
レ
ー
部
に
所

属
し
て
い
る
が
、
よ
く
ミ
ス
を
す
る
。
私

の
せ
い
で
試
合
が
不
利
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
た
び
た
び
だ
。
そ
ん
な
時
、
自
分

は
だ
め
な
人
間
だ
と
落
ち
込
ん
で
し
ま

う
。
し
か
し
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
「
ど
ん

ま
い
！
」
と
い
う
声
で
な
ん
と
か
立
ち
直

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
仲
間
に
よ
っ
て

私
は
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

渡
部
成
俊
さ
ん
も
家
族
や
友
人
の
理
解

や
支
え
が
あ
っ
て
講
演
活
動
が
実
現
で
き

て
い
る
。
本
当
な
ら
「
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
。」「
も
っ
と
体
を
大
切
に
し

ろ
！
」
と
猛
反
対
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
渡
部

さ
ん
の
体
の
状
況
を
考
え
る
と
当
然
だ
。

し
か
し
、
彼
の
周
り
の
人
た
ち
は
残
り
の

人
生
を
好
き
な
よ
う
に
使
わ
せ
た
い
と
い

う
思
い
が
強
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

彼
は
残
り
の
短
い
人
生
を
病
院
で
過
ご

す
こ
と
よ
り
、『
命
の
大
切
さ
』
を
な
る

べ
く
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
る
と
い
う
生

き
方
を
選
択
し
た
の
だ
。
人
は
な
ぜ
こ
の

世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
。
生
き
る
と
い

う
こ
と
は
ど
ん
な
事
な
の
か
。
命
と
は
ど

れ
だ
け
尊
い
の
か
。
彼
は
多
く
の
場
所
を

駆
け
回
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
熱
く
語
っ

た
。
そ
し
て
、
宣
告
を
受
け
た
よ
り
も
長

く
生
き
、
六
十
三
才
と
い
う
若
さ
で
こ
の

世
を
去
っ
た
。

　

世
の
中
に
は
彼
の
よ
う
に
も
っ
と
生
き

た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
人
た
ち
が
多
く
存
在
す
る
。反
面
、

前
述
し
た
よ
う
に「
も
う
生
き
た
く
な
い
。

死
に
た
い
。」
と
言
っ
て
自
ら
命
を
絶
っ

て
し
ま
う
人
た
ち
も
い
る
の
も
事
実
な
の

だ
。

　

人
は
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
辛
い
、
苦
し
い
、
悲
し
い
な

ど
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
に
支
配
さ
れ
、「
も

う
生
き
た
く
な
い
。」
と
思
う
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
体
が
健
康
だ
か
ら
こ
そ

起
き
る
感
情
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
本
と
出
会
い
、『
命
』
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。「
も
っ
と
生
き

た
い
」
と
思
っ
て
も
生
き
ら
れ
な
い
人
、

五
体
満
足
な
の
に
「
も
う
死
に
た
い
。」

と
嘆
い
て
ば
か
り
い
る
人
。
世
の
中
は
理

不
尽
な
こ
と
ば
か
り
だ
。

　

正
直
こ
の
本
と
出
会
う
ま
で
は
自
ら
命

を
絶
つ
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
悪
い
こ
と
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ

事
情
が
あ
り
、
他
人
が
ど
う
こ
う
言
う
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
程
度
の
こ
と

と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
本
と
出
会
い
、
渡
部
さ

ん
の
生
き
方
を
知
る
こ
と
で
私
の
考
え
は

一
変
し
た
。『
命
』
は
そ
ん
な
に
軽
い
も

　

平
成
29
年
度
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
仙
北

市
教
育
委
員
会
主
催
・
角
館
図
書
館
後
援
会
、
㈱
新
潮
社

後
援
）
が
行
わ
れ
、
応
募
総
数
１
２
３
点
の
中
か
ら
仙
北

市
長
賞
に
中
島
雪
さ
ん
（
小
中
学
校
の
部
・
桧
木
内
中
２

年
）、
樋
口
香
純
さ
ん
（
高
校
の
部
・
角
館
高
３
年
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
２
月
25
日
に
仙
北
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
仙
北
市
長
賞
の
受
賞
作
品
（
原
文
）
と

審
査
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

仙北市読書感想文

小中学校の部
仙北市長賞

◆小学校低学年（1･2 年）の部入選　船山悠稀（神代小 1 年）　千葉美空（生保内小 2 年）　伊藤愛莉（神代小 2 年）　◆小学校中学年（3･4 年）
の部入選　村岡すみれ（角館小 3 年）　浅利麻帆（桧木内小 3 年）　◆小学校高学年（5･6 年）の部入選　千葉茉帆（角館小 5 年）　齋藤健太（同 5 年） 
鈴木奈央子（生保内小 5 年）　◆中学校の部入選　武藤涼子（桧木内中 1 年）　清水優真（神代中 1 年）　浅利真穂（桧木内中 2 年）　◆高校の部
入選　石田裕平（角館高 1 年）　高橋鈴佳（同 1 年）　高松実来（同 2 年）　伊沢菜々香（同 2 年）　三浦崚（同 3 年） 
◆小学校低学年（1･2 年）の部佳作　小田島愛優（生保内小 2 年）　津嶋このみ（神代小 2 年）　佐藤亜耶希（同 2 年）　◆小学校中学年（3･4 年）
の部佳作　佐々木彩結（西明寺小 4 年）　村田藍（生保内小 4 年）　船山宗能（神代小 4 年）　◆小学校高学年（5･6 年）の部佳作　小田島光琉（生
保内小 5 年）　鈴木飛巧（白岩小 6 年）　髙橋陽（同 6 年）　◆中学校の部佳作　三河モモ（生保内中 1 年）　新田目真弥（同 1 年）◆高校の部佳
作　近南実（角館高 1 年）　佐藤愛（同 1 年）　原夕夏（同 3 年）

コンクール

の
で
は
な
い
の
だ
と
。

　

私
は
命
を
粗
末
に
し
て
い
る
人
に
ぜ
ひ

こ
の
本
を
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
渡
部
さ
ん
の
生
き
方
を
し
っ
か

り
と
見
つ
め
て
ほ
し
い
。

　

渡
部
さ
ん
の
よ
う
な
病
に
冒
さ
れ
た
時

で
さ
え
最
後
の
命
の
炎
が
燃
え
尽
き
る
ま

で
、
人
の
た
め
に
つ
く
し
た
人
を
前
に
し

て
「
死
に
た
い
」
と
ま
だ
言
え
る
だ
ろ
う

か
。

　

私
自
身
こ
の
本
と
出
会
い
、
人
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
生
き
て
い
る
事
を
学
ん
だ
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
世
に
生
を
受
け
、
与
え
ら
れ
た
寿

命
を
ど
う
全
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

世
の
中
に
は
健
康
で
百
歳
ま
で
長
生
き

す
る
人
も
い
る
。
渡
部
さ
ん
の
よ
う
に
不

治
の
病
に
冒
さ
れ
、
若
く
し
て
人
生
を
終

え
て
し
ま
う
人
も
い
る
。

　

ど
の
人
生
に
価
値
が
あ
る
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
生
き
た
時
間
よ
り
、
自
分
に
与

え
ら
れ
た
時
間
を
ど
う
生
き
た
か
が
大
切

な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

渡
部
さ
ん
の
よ
う
に
『
余
命
ゼ
ロ
』
と

な
る
ま
で
周
り
の
人
を
考
え
、思
い
や
り
、

そ
の
人
た
ち
の
生
き
方
に
ま
で
影
響
を
与

え
る
。
そ
ん
な
生
き
方
を
私
も
し
た
い
と

思
う
。

　

こ
の
本
は
私
の
『
生
き
方
』
の
バ
イ
ブ

ル
に
な
っ
た
。

読
ん
だ
本
『
そ
ん
な
軽
い
命
な
ら
私
に
く

だ
さ
い
～
余
命
ゼ
ロ　

命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

～
』（
大
和
書
房
）

い
ま
、
会
い
に
ゆ
き
ま
す　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　

角
館
高
３
年　

樋
口  

香
純

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、「
幸
せ
の
価

値
観
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。私
が
普
段
過
ご
し
て
い
る
生
活
は
、

あ
る
人
に
と
っ
て
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

こ
の
本
は
、
母
を
亡
く
し
て
二
人
で
暮

ら
し
て
い
た
父
と
子
の
元
に
六
週
間
だ
け

記
憶
を
無
く
し
た
母
が
戻
っ
て
く
る
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
私
が
中
で
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
三
人
で
過
ご
す
朝
の

時
間
だ
。
な
ぜ
な
ら
母
が
戻
っ
て
く
る
前

の
二
人
の
生
活
は
と
て
も
ひ
ど
い
も
の
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
父
の
身

体
に
あ
る
。
父
は
脳
に
異
常
が
あ
り
、
パ

ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
し
ま
う
体
質
の
た
め

普
通
の
人
と
同
じ
よ
う
に
暮
ら
す
の
が
困

難
だ
っ
た
。
そ
の
生
活
か
ら
一
変
、
母
が

戻
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
当
た
り
前
の
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
き
っ
と
私
が
父
の

立
場
だ
っ
た
ら
、
安
心
感
と
幸
福
で
一
杯

に
な
っ
て
泣
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
読
ん

で
い
て
私
も
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ

た
。
私
も
春
か
ら
新
生
活
が
始
ま
り
、
自

分
の
身
の
回
り
の
こ
と
を
全
て
や
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
環
境
に
な
っ
た
と
き
、
改

め
て
今
の
生
活
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る

の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。

　

ま
た
、
父
が
記
憶
を
無
く
し
た
母
に
二

人
の
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
語
る
シ
ー
ン

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
高
校
生
の
と
き

に
出
会
い
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
に
励

ま
さ
れ
た
こ
と
、
病
気
を
発
病
し
て
か
ら

も
支
え
続
け
て
く
れ
た
こ
と
、
一
つ
一
つ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
二
人
の
信
頼
と
絆
が
感

じ
ら
れ
る
か
ら
だ
。
二
人
は
お
互
い
に
支

え
合
っ
て
生
き
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
苦
し
い
と
き
を
一
緒
に

乗
り
越
え
て
き
た
人
を
失
っ
た
夫
の
悲
し

み
も
計
り
知
れ
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
ま
だ

こ
ん
な
風
に
大
切
な
人
を
無
く
し
た
こ
と

が
な
い
が
、
き
っ
と
と
て
も
大
き
な
喪
失

感
に
襲
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。

　

私
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、
今
の
自
分

の
生
活
を
振
り
返
っ
た
。
毎
日
お
い
し
い

ご
飯
を
食
べ
、
家
族
が
い
て
、
学
校
に
行

け
ば
た
く
さ
ん
の
友
達
が
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
私
で
あ
れ
ば
、
今
の
生
活
は
極
め
て

普
通
の
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
自
分
が
健
康
で
当
た
り
前
の
毎

日
を
大
切
な
人
と
過
ご
す
こ
と
さ
え
で
き

な
い
人
だ
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
た

ち
に
と
っ
て
私
は
と
て
も
幸
せ
な
暮
ら
し

を
し
て
い
る
の
だ
と
気
づ
い
た
。
こ
れ
か

ら
高
校
を
卒
業
し
、
社
会
人
に
な
り
新
し

い
生
活
が
始
ま
る
。そ
ん
な
中
で
も
私
は
、

当
た
り
前
の
生
活
を
大
切
な
人
と
送
る
こ

と
が
で
き
る
幸
せ
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
今
よ
り
も
も
っ
と
幸
せ
に
な
ろ

う
と
努
力
す
る
こ
と
を
、
悪
い
こ
と
だ
と

は
思
わ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
大
切

な
こ
と
は
、
今
の
自
分
が
ど
れ
だ
け
幸
せ

か
気
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
さ

な
幸
せ
で
も
満
足
で
き
る
大
人
に
な
り
た

い
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
現
代
の
社
会
に
も
通
じ

る
こ
と
だ
ろ
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
広
く
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
他
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

簡
単
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
都
会
や
外
国
の
暮
ら
し
に
憧
れ

を
持
つ
き
っ
か
け
も
多
く
、
自
分
の
中
の

幸
せ
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
設
定
し
て
し
ま

う
原
因
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
現
代
人
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
幸

せ
に
気
づ
く
こ
と
が
必
要
だ
。
幸
せ
を
欲

張
り
す
ぎ
な
い
こ
の
考
え
は
、
一
人
一
人

が
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
自
分
が
幸
せ
で
あ
る
と
満
足
で
き
れ

ば
、
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
て
い
な
い
人

に
目
を
向
け
る
人
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
そ

う
し
て
少
し
ず
つ
で
も
当
た
り
前
の
暮
ら

し
を
送
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、
貧
富
格
差

が
無
く
な
っ
て
い
く
。「
幸
せ
の
価
値
観
」

が
均
等
に
な
る
こ
と
が
、
世
界
の
幸
せ
へ

の
ス
タ
ー
ト
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

読
ん
だ
本　
『
い
ま
、
会
い
に
ゆ
き
ま
す
』

（
小
学
館
）

高校の部
仙北市長賞

※ 新潮社の創業者・佐藤義亮は角館町出身です。新潮社からは、長年にわたり年間 1000 冊以上の全刊行物の寄贈が続いています。
寄贈書を、より多くの皆さまにご利用いただきたく、昨年度から仙北市読書感想文コンクールに「新潮文庫賞」を創設しており、新潮社から
届けられた賞状と記念品を贈呈しています。

◆仙北市長賞
（小中学校の部）

　中島雪（桧木内中 2 年）
（高校の部）

　樋口香純（角館高 3 年）
◆新潮文庫賞

（小中学校の部）
　鈴木未来（西明寺中 1 年）

（高校の部）
　鈴木来実（角館高 1 年）
◆角館図書館後援会長賞

（小中学校の部）
　金谷青央（角館小 2 年）

（高校の部）
　鈴木真子（角館高 1 年）
◆仙北市教育長賞

（小中学校の部）
　畠山紗依（西明寺小 4 年）
　佐藤優美（同 6 年）

（高校の部）
　佐藤亜南（角館高 1 年）

審査結果（敬称略）
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仙北市地域おこし協力隊

活動テーマ：秋田内陸縦貫鉄道沿線の活性化
着任前の居住地：宮城県仙台市
任期：H29.7.1 ～ H32.6.30

　企画政策課所属の折笠さんは、内陸線の乗車促進の
ため、マスコットキャラクター「森吉のじゅうべえ」
を主人公とした「内陸線の乗り方動画」の制作に携わっ
たほか、「秋田内陸（にゃいりく）線ねこプロジェク
ト」と題し、内陸線の駅舎内に猫の写真を展示するプ
ロジェクトや、猫のイラストが描かれた「ねこっこ列
車」の運行を企画し、地域住民と一緒になって、その
活動範囲を広げています。
　市内外の皆さんから寄せられた猫の写真は 300 枚
を超え、角館駅舎からスタートした写真の展示パネル
は、現在戸沢駅まで伸びています。
　自由な発想と女性ならではの視点で、新規イベント
企画に関わる折笠さん。今後も内陸線から目が離せま
せん。

Yasuko Orikasa折笠靖子さん

動 報 告

【活動内容】
　内陸線沿線の伝統文化イベント情報調査、発信。
　内陸線 PR と乗車促進策の提案。
　交流・体験メニューの企画提案。
　物販実施支援。
　内陸線を活用した地域づくり。

活動テーマ：田沢地域の地域・観光・物産振興
着任前の居住地：福島県福島市
任期：H27.9.1 ～ H30.8.31

　田沢地区を中心に活動する尾崎さんは、平成 29 年 9 月に
NPO 法人「Tiny Fields」を設立し、企業向けのストレスマネ
ジメント研修や、個人向けの農作業体験プログラムなど、様々
な研修やイベントを開催しています。
　農業体験プログラムの推進のため、地域住民とも密接に関
わりながら、東北 6 県に加えて、首都圏および関西圏にもア
プローチし、積極的に活動しています。
　また、あきたビジネスプランコンテストでは準グランプリ
を受賞、市の次世代ヘルスケア産業推進協議会委員としては、
自身の経験をもとに市の取組に寄与するなど、活動の幅を広
げています。
　8 月の任期終了後も仙北市に定住するため、立ち上げた事
業継続に励んでいます。

Miyuki Ozaki尾崎美由紀さん

【活動内容】
　【NPO 法人 Tiny Fields】　仙北市の自然、文化、農業などの
資源を活用した個人と企業に向けたストレスマネジメントの
体験や研修を提供している。
　【Safe Food Akita】　個人のお客様を対象にした農業体験や
田舎の文化体験プログラム、ヨガイベント、アロマセラピー
等を提供する事業。
　【Food and Heart】　企業のお客様を対象にしたストレス
チェックや、その後の対応として、農業体験をはじめとする
メニューによるストレスマネジメント研修を提供する事業。

現在、仙北市の地域おこし協力隊は 5 人。
皆さん、それぞれどのような仕事に携わっ
ているのか、気になる活動をご紹介します。

内陸線ねこっこ列車と折笠さん（左から 2 番目）。

ラジオ番組に出演する尾崎さん（右）。

活

Makoto Hakamata

活動テーマ：グリーンツーリズムとインバウンド（訪日
外国人旅行）の推進
着任前の居住地：長野県長野市
任期：H27.12.1 ～ H30.11.30

　平成 29 年 11 月より国際交流推進室から農山村体験
デザイン室に活動拠点を移した袴田さんは「仙北市農山
村体験推進協議会」の旅行業登録に伴う運営サポートを
中心として活動しています。
　地域資源を活かした体験プログラムや地元の人たちと
の交流を楽しめる宿泊施設など、ニーズに応じた滞在プ
ランをコーディネートすることで、日本の田舎の生活文
化に関心のある旅行者（主に外国人個人旅行者）の拡大
と地域活性化をめざしています。

袴田誠さん

【活動内容】
　仙北市農山村体験推進協議会の運営サポート。
　外国人旅行者の誘致、受入態勢の整備。
　宿泊施設等の外国人旅行者受け入れサポート。

海
外
旅
行
会
社
の
視
察
に
対

応
す
る
袴
田
さ
ん
（
右
端
）。

活動テーマ：ユニバーサルツーリズム（誰でも
安心して観光できるまちづくり）の推進と地域
振興
着任前の居住地：秋田市
任期：H29.2.1 ～ H32.1.31

　国際交流推進室の小林さんは、着任から約 1
年で、活動に必要な研修・講習を受講し、様々
な資格を取得しました。
　介護職員初任者研修、国内旅行業務取扱管理
者、障がい者スポーツ指導員、認知症サポー
ター、ユニバーサルマナー検定、手話サークル
への参加など、ユニバーサルツーリズムの実現
に向けて多方面で活動しています。
　また、仙北市内外の行事やイベントにも積極
的に参加し、多くの人々と交流しているほか、
角館高校生と連携したイベントの企画・実施に
も携わり、地域とのつながりを深めています。
　さらに、市の観光情報、伝統行事の SNS 発
信や「スタードーム」「スノーアート」といっ
た観光振興の新しいツールを取り入れ、様々な
方法で仙北市を盛り上げようと奮闘中です。

小林裕高さん

【
活
動
内
容
】

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
。

　

市
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
状
況
の
実
態
調
査
。

　

着
地
型
旅
行
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
提
案
。

　

活
動
に
伴
う
様
々
な
資
格
取
得
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
。

　

ス
タ
ー
ド
ー
ム
、
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
な
ど
新
た
な
観
光
振
興
へ
の
取
組
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
仙
北
市
観
光
情
報
の
発
信
。

Yutaka Kobayashi

け
ん
引
式
車
い
す
補
助
装
置
を
ひ
く
小
林
さ
ん
。

活動テーマ：近未来技術を活用した仙北市の活性化
着任前の居住地：秋田市
任期：H29.8.1 ～ H32.7.31

　地方創生・総合戦略室に所属の播磨さんは、自身
もドローンレーサーとして活躍しながら、初心者向
けのドローン講習会や、ミニドローンの組立講習会、
各種イベントでのドローン操縦体験会などを開催し、
大人から子どもまで、広く近未来技術に触れる機会
を提供しています。
　また、仙北市の行事、イベントでは、ドローンに
よる空撮映像により、新たな視点でその魅力を伝え
ています。その活動は市外からも注目を集め、高校
での技術指導、イベントへの協力要請・空撮依頼など、
多方面から声がかかっている状況です。
　今後も様々な活動を通して、近未来技術の取組を
PR してくれることでしょう。

Yasuyuki Harima播磨靖之さん

ドローン競技会の参加者と播磨さん（前列左から 3 番目）。

【活動内容】
　近未来技術を活用した地域づくり。
　近未来技術に関する取組の PR。
　近未来技術活用の提案。
　ドローン体験会、練習会、撮影会。
　仙北市 PR 映像の記録等。

がんばる

地域おこし
五人衆
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Ａ
Ｚ
Ａ
Ｐ
Ａ
株
式
会
社
と
株
式
会
社
リ
コ
ー
に
よ

る
自
動
運
転
の
共
同
実
証
実
験

3

問合せ／仙北市地方創生・総合戦略室 ☎ 43-3315

　
５
月
16
日
、
５
回
目
の
区
域
会
議
が
中
央
合
同

庁
舎
（
都
内
）
で
開
催
さ
れ
、
農
家
民
宿
を
営
む
事

業
者
等
に
よ
る
地
域
固
有
の
資
源
を
活
か
し
た
「
着

地
型
旅
行
商
品
」
の
企
画
・
提
供
を
促
進
す
る
た
め
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験

を
実
施
す
る
特
例
の
活
用
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
旅

行
業
務
取
扱
管
理
者
確
保
事
業
）
が
承
認
さ
れ
、
５

月
22
日
に
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

第
５
回
仙
北
市
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議

第
32
回
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議

　
12
月
15
日
、
安
倍
首
相
や
麻
生
財
務
大
臣
、
菅

官
房
長
官
が
出
席
す
る
諮
問
会
議
が
首
相
官
邸
で

開
催
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
は
ド
ロ
ー
ン
や
自
動
運

転
な
ど
の
近
未
来
技
術
の
実
証
実
験
に
取
り
組
む

際
に
、
事
前
規
制
を
で
き
る
だ
け
不
要
と
す
る
「
サ

ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
特
区
」
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

【
活
用
事
業
者
】

株
式
会
社
田
沢
湖
自
然
フ
ァ
ー
ム

▼

４
月
　
欧
風
食
堂K

aede

開
業

▼

７
月

  

ブ
ナ
森
牧
場
で
国

産
豚
１
０
０
頭
の

放
牧
開
始

▼

９
月 

  

国
産
生
ハ
ム
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

▼

11
月 

  

放
牧
終
了
出
荷

▼

12
月 

  

生
ハ
ム
加
工

収穫された菊芋

ブナ森牧場を活用した豚の放牧

承
認
事
業
の
進
捗
状
況

農
業
生
産
法
人
の
６
次
化
推
進
等
の
た
め

の
要
件
緩
和

1
【
活
用
事
業
者
】

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ァ
ー
ム
仙
北

▼

４
月
　
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
加
工
所
開
設

▼

５
月
　
１
ｈ
ａ
営
農

　（
菊
芋
）

▼

11
月
　
収
穫

《
平
成
30
年
》

▼

２
月
　
加
工
・
販
売

国
有
林
野
の
貸
付
面
積
の
拡
大

2
【
活
用
事
業
者
】

有
限
会
社
グ
ラ
ン
ビ
ア

▼

６
月
　
国
有
林
野
の
現
地
視
察

※
放
牧
に
適
し
た
事
業
地
を
選
定
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
引
き
続
き
平
成
30
年
度
も
国
有
林
野
の
現
地
視

察
に
よ
り
事
業
地
の
選
定
に
取
り
組
む
予
定
。

国有林野の現地調査

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
手
続
き
の
迅
速
化

3
【
活
用
状
況
】

新
規
設
立
１
件

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人T

iny F
ields

（
９
月
１
日
設
立
）

農
業
等
に
従
事
す
る
高
齢
者
の
就
業
時
間
の
柔
軟
化

4
【
活
用
事
業
者
】
秋
田
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

▼

５
月
　
仙
北
市
内
農
地
所
有
適
格
法
人
に
シ
ル
バ
ー
会
員

１
人
を
１
か
月
派
遣

農
家
民
宿
等
の
宿
泊
業
者
に
よ
る

旅
行
商
品
の
企
画
・
提
供
の
解
除

5
【
活
用
状
況
】

▼

８
月
　
国
家
戦
略
特
区
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
研
修
（
観

光
庁
主
催
）

　
受
講
者
12
人

　（
う
ち
12
人
修
了
試

験
合
格
）

▼

９
月
　
国
内
旅
行

業
務
取
扱
管
理
者

試
験
（
試
験
内
容
を

一
部
免
除
）

　
受
験
者
12
人

▼

10
月
　
国
内
旅
行

業
務
取
扱
管
理
者

試
験
合
格
者
10
人

《
平
成
30
年
》

▼

１
月
　
仙
北
市
農
山

村
体
験
推
進
協
議

会
が
地
域
限
定
旅

行
業
の
新
規
登
録

国家戦略特区旅行業務取扱管理者研修

特
区
に
関
連
し
た
取
組

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
制
度
（
事
前
実
証
）

1　「
外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
等
に
係
る
医
師
法
第
17

条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
特
例
」
の
活
用
に
向
け

た
前
段
と
し
て
、
外
国
医
師
を
招
へ
い
し
、
新
玉
川
温
泉

で
行
わ
れ
て
い
る
湯
治
お
よ
び
入
浴
相
談
の
視
察
等
を
通

じ
て
、
温
泉
を
活
用
し
た
健
康
増
進
お
よ
び
外
国
人
観
光

客
の
誘
客
を
進
め
る
た
め
の
課
題
等
の
抽
出
を
図
る
た
め

に
６
月
に
４
日
間
実
施
。

【
協
力
者
】

《
外
国
医
師
》

　
趙
家
德
（
ち
ょ
う 

か
と
く
）

 

▼

所
属
／
台
湾
大
学
医
院
金
山

分
院
医
療
部 

部
長
（
医
師
）

 

▼

専
門
／
慢
性
腎
臓
病
、
急
性

腎
不
全
、
腎
臓
緩
和
ケ
ア
、

電
解
質
異
常

　
９
月
～
11
月
に
か
け

て
、
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｐ
Ａ
株
式
会

社
（
愛
知
県
）
と
株
式
会
社

リ
コ
ー（
東
京
都
）
が
、
自

動
運
転
の
実
証
実
験
を
実

施
。
実
証
実
験
は
、
緊
急

時
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

に
代
わ
る
自
動
運
転
「
レ

ベ
ル
３
」
に
あ
た
る
も
の

で
、
わ
ら
び
座
の
敷
地
内

や
周
辺
の
公
道
で
走
行
を

行
っ
た
。
実
験
期
間
に
お

け
る
走
行
日
数
は
57
日
間

で
、
そ
の
う
ち
公
道
で
の

走
行
は
９
日
間
だ
っ
た
。

実験車両（電気自動車ＢＭＷ i3）

《
日
本
医
師
》
市
川 

晋
一

 

▼

所
属
／
市
立
西
明
寺
診
療
所 

所
長

【
外
国
医
師
に
よ
る
湯
治
・
健
康
相
談
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
国

際
温
泉
旅
遊
会
議
参
加
者
対
象
）】

 

▼

相
談
者
／
５
人
（
台
湾
人
）

健
康
相
談
の
様
子

角
館
空
中
さ
ん
ぽ
実
証
実
験

2　
株
式
会
社
く
ま
が
い
印

刷
（
秋
田
市
）
の
ご
協
力

に
よ
り
、
桜
ま
つ
り
期

間
中
に
１
日
限
定
で
、
ド

ロ
ー
ン
の
カ
メ
ラ
か
ら
の

映
像
を
ゴ
ー
グ
ル
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
映
し
て
、
空

か
ら
の
景
色
を
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
で
体
験

す
る
実
証
実
験
を
実
施
。

 

▼

体
験
者
数
：
１
５
０
人

ドローンから見える桧木内川堤ソメイヨシノ

事前実証を行った趙家德医師

平成29年度に取り組んだ特区関連事業の進捗状況を紹介します

ここから

変わる近未来

地 区 術方 ・ 実創 近 証生 未 特特 技来 区

ここから変わる近未来
 地方創生特区・近未来技術実証特区 
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２
月
17
日
、
あ
き
た
芸
術
村
の

わ
ら
び
劇
場
で
、
仙
北
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ル
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
応
募
の
あ
っ

た
作
品
の
中
か
ら
事
前
に
選
ば
れ

た
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
の
放
映
、
そ

し
て
審
査
お
よ
び
受
賞
作
品
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
募
集
分
野
は

一
般
個
人
短
尺
部
門
、
チ
ー
ム
短

尺
部
門
、
一
般
個
人
長
尺
部
門
、

チ
ー
ム
長
尺
部
門
の
４
つ
に
わ
か

れ
、
海
外
か
ら
12
作
品
、
仙
北
市

を
素
材
と
し
た
も
の
が
13
作
品
な

ど
、
計
99
作
品
の
応
募
数
と
な
り
、

注
目
度
の
高
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
な
り
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
審
査
は
、
映
像
作
家

で
あ
る
イ
ノ
マ
タ
ト
シ
氏
を
委
員

長
と
し
、
わ
ら
び
座
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋

田
放
送
局
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
９

人
の
委
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
ド
ロ
ー
ン
な
ら
で
は

の
映
像
を
取
り
入
れ
て
い
て
審
査

は
と
て
も
難
航
し
ま
し
た
が
、
次

の
受
賞
作
品
一
覧
の
と
お
り
選
考

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
観
覧

さ
れ
た
約
１
０
０
人
の
方
に
も
投

票
い
た
だ
き
、
最
も
票
数
が
多
か
っ

た
作
品
に
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
を

授
与
し
ま
し
た
。

　
次
年
度
以
降
は
、
秋
田
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
自
主
事
業
と
し
て
展

開
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
今
年

度
以
上
の
盛
り
上
が
り
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
受
賞
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http ://w
w

w
.city.sem

boku.akita.jp/
sousei/drone_film

_festiva
l.htm

l

）

か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】『F

estoon
 Islan

d
s Japan

～
花
づ
な
列
島
、
日
本
～
』

水
口
知
己
（
徳
島
県
）

【優秀賞（チーム短尺部門）】
『春の月山を取り囲む市町村の雪上桜』
仙台 CATV 編成制作部（宮城県）

【優秀賞（一般個人長尺部門）】
『故郷～生きる大地』　金子直（大仙市）

【優秀賞（チーム長尺部門）】
『そらたび -Tokushima City- #007&#009 Spin 
Off Trailer -』　そらぐみ（徳島県）  

【市長賞】『ドローンが翔んだ日』
西明寺小学校（仙北市）

【優秀賞（一般個人短尺部門）】
『COUNTRY BEETLE』　温泉銀次（兵庫県）  

【オーディエンス賞】
『空撮を楽しもう！』　金子直（大仙市）

【特別賞】
『Shing Mun Bell-Mouth Spillway』
Ray Leung（中国）

受
賞
作
品
一
覧

                

（
敬
称
略
）

【仙北賞】『The Golden Statue of "Tatsuko" Onsen
 Tour』　たつこ姫ファンクラブ（仙北市）

仙北インターナショナルドローンフィルムフェスティバル
受賞作品発表会を開催しました

「市長賞」を受賞する西明寺小学校の伊藤昭
光教諭（右）

「仙北賞」をチームで受賞した「たつこ姫ファ
ンクラブ」の田村清一さん（中央）と駒形政
樹さん（右）

　生涯学習活動紹介

の
方
が
受
講
で
き
る
よ

う
急
遽
開
催
回
数
を
増

や
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
、
春
に
は
自
分
で
作
っ

た
か
っ
こ
べ
を
腰
に
下

げ
て
畑
や
山
菜
採
り
に

出
か
け
る
姿
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
黙
々
と

か
っ
こ
べ
編
み
作
業
に

集
中
し
て
い
ま
し
た
。

生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 30 年（2018） 3 月 16 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

　
仙
北
市
公
民
大
学
の
平
成
30
年
度
新

規
入
学
者
の
応
募
締
め
切
り
が
間
近
と

な
っ
て
い
ま
す
。
募
集
学
科
等
詳
細
に

つ
い
て
は
、
広
報
３
月
１
日
号
生
涯
学

習
の
ペ
ー
ジ
（
７
ペ
ー
ジ
）
か
最
寄
り
の

公
民
館
に
あ
る
申
込
書
ま
た
は
仙
北
市

公
民
大
学
事
務
局
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●

参
加
対
象
／
仙
北
市
民

●

募
集
学
科
／
郷
土
研
究
学
科
、
園

芸
学
科
、
書
道
学
科
、
陶
芸
学
科
、

社
会
学
科

●

申
込
期
限
／
３
月
20
日
㈫

●

問
い
合
わ
せ
／
仙
北
市
公
民
大
学

事
務
局
（
角
館
公
民
館
内
）

平成 30 年度仙北市公民大学
新規入学者応募締切迫る

　
現
在
、

市
の
生
涯

学
習
奨
励

員
と
し
て

活
躍
し
て

い
る
千
田

ミ
ワ
さ
ん

が
、
今
か

ら
30
年
以
上
前
、
編
み
物
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
よ
う
と
生
保
内
地

区
の
住
民
に
声
を
か
け
、
こ
の
ニ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

千
田
さ
ん
の
わ
か
り
や
す
い
指
導

の
も
と
、
様
々
な
編
み
方
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
「
い
つ
も
皆
さ
ん
と

お
話
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
手
を
動
か
し
、
慎
重
に

編
み
目
を
数
え
な
が
ら
次
の
編
み

方
や
色
使
い
を
考
え
て
い
る
の
で
、

認
知
症
予
防
に
も
最
高
で
す
。
文

化
祭
や
公
民
館
ま
つ
り
な
ど
の
機

会
に
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
後
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、

自
分
で
着
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ニ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で
は
メ
ン
バ
ー

を
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
田
沢
湖
公
民
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

日
時
／
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
　

10
時
～
15
時

●

場
所
／
田
沢

湖
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー

●

会
員
数
／

  

10
人

●

問
合
せ
／

  

田
沢
湖
公
民
館

ニットクラブ

　“
コ
メ
コ

メ
教
室
”は
、

今
年
の
８
月

に
満
１
０
０

歳
を
迎
え
る

佐
藤
コ
メ
さ

ん

を

リ

ー

ダ
ー
に
手
作

り
工
芸
を
楽

し
む
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　
会
員
は
月
１
～
２
回
、
作
っ
て
み

た
い
作
品
案
を
持
ち
寄
っ
て
西
木
公

民
館
に
集
ま
り
ま
す
。
作
品
作
り
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
得

意
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
講
師
を
務

め
、
和
や
か
に
創
作
活
動
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
今
月
は
、
待
ち
遠
し
い
春
を
想
い

な
が
ら
ク
レ
ー
紙
粘
土
を
使
っ
て
花

の
製
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク

ル
で
は
参
加
者
、
見
学
者
大
歓
迎
と

の
こ
と
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

日
時
／
毎
月
１
～
２
回
（
不
定
期

開
催
）
10
時
～
14
時

●

場
所
／
西
木
公
民
館

●

会
員
数
／
８
人

●

問
合
せ
／
西
木
公
民
館

コメコメ教室

　
近
年
に
な
い
豪
雪
に

よ
り
春
の
訪
れ
が
一
層
待

ち
遠
し
い
今
年
の
３
月
。

　
西
木
公
民
館
で
は
、

山
菜
採
り
や
畑
仕
事
に

役
立
つ
“
か
っ
こ
べ
作

り
”
の
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
募
集
の
受
付
開
始
後
、

瞬
く
間
に
定
員
と
な
る

ほ
ど
の
人
気
で
、
多
く

かっこべ作り教室が
大人気です！

　生涯学習サークル紹介
　市内で活動するサークルを紹介します。参加してみたい、活動に興味がある方
は各活動公民館へお問い合わせください。

  

サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る

  

皆
さ
ん
に
お
願
い

　
生
涯
学
習
課
で
は
、
市
民
の
新
し
く

何
か
を
学
ん
で
み
た
い
！
趣
味
や
特
技

を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
や
友
人
を
増
や

し
た
い
！
そ
ん
な
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
現
在
市
内
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル
・
団
体
等
の
情
報
を
ま
と
め
た
平
成

30
年
度
版
「
仙
北
市
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
」

を
作
成
し
ま
す
。

　
市
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載

し
て
活
動
内
容
等
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

掲
載
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
等
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
生

涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

好
き
な
色
の
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
を
組

み
合
わ
せ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
か
っ
こ

べ
作
り
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

ここから変わる近未来
 地方創生特区・近未来技術実証特区 
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B
ulletin board

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課  

☎
55
‐
１
１
１
２

あなたはストレスをため込んでいませんか？
さあ、あなたもこころのメンテナンスを始めましょう！

自分で守ろう！こころの健康

 　　　ストレスってなに

こころをいきいきと健康に保つためには、定期的なこころのメンテナンスが

必要です。ストレスに早めに気づき、適切な対処をすることが大切です。

？
ストレスとは、こころが外部から刺激を受けた時に生じる緊張状態のことです。適度なストレスはやる気や

集中力を高めたり、免疫力を向上させるなどの利点があります。しかし、ストレスがいくつも重なったり長

引いたりすると、こころや体にさまざまな悪影響をもたらします。

ストレスを抱えた状態が続くと心身のバラン

スが崩れ、こころや体に変調をきたします。

これは、こころの病気を知らせるサインでも

あります。「疲れているだけ…」「よくあること

…」などと見過ごさず、思い当たることはない

か、振り返ってみましょう。

心理的サイン

▼イライラ ▼怒りっぽい ▼不安 ▼落ち込み 

▼集中力の低下など

身体的サイン

▼不眠 ▼頭痛 ▼肩こり ▼目の疲れ ▼食欲の

低下 ▼便秘など

行動的サイン
▼過食 ▼深酒 ▼失敗が増えた ▼遅刻・欠勤など

普段からストレス対処を意識した生活をすること

で、心身が疲れにくくなりストレスに強くなります。

  1. 生活にリズムを !
良質な睡眠、バランスの取れた食事、適度な運動は、

こころを健康に保つ基盤です。

  2. ストレス解消を !
ゆったり入浴、おしゃべり、読書、音楽・映画鑑賞、

スポーツなど自分に合った方法で緊張をほぐす時

間をつくることが大切です。

  3. 相談・サポートを !
ストレスがいつまでも解消できない、心身の不調が続

いているなど、1人で解決できないときは、とにかく

誰かに相談しましょう。打ち明けることで気持ちが軽

くなったり解決の糸口が見えてくることがあります。

ストレス対処は
日ごろから　　

　ストレスサインを
　見逃さないで！　

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン

「えくぼの会」会員が毎月サロンを開

いています。 

お茶やコーヒーを飲んで語ってホッ

とするスペースです。

どなたでも参加できますのでぜひお

立ち寄りください。
傾聴ボランティア「えくぼの会」
小松 龍子

場所　田沢湖健康増進センター

費用　100円（飲み物代）

※別に実費がかかる場合もあります。

相談は
秘密厳守

です

神代診療所

休診のお知らせ

問合せ　神代診療所 ☎44-2118

3月22日㈭ 午後休診

診療時間は先生の都合で午前中の
みになります。
受付時間は 9:00 ～ 11:30 ですの
で、お間違えのないようよろしく
お願いします。

3／20火・4／17火

　10:00 ～ 15:00
　脳トレゲームをします。

4／4水　13:00 ～ 16:00
　血圧測定と健康講話
　演歌体操

健康ワ
ンポイン

ト

【電話相談／仙北市保健課】
《固定電話》 ☎ 55-1112
《携帯電話》 　 080-2813-0835

な
な い

ろ通信

仙北市
版ネウボラ

妊
娠

出
産

乳
幼
児
期

フィンランド語で「相談する場所」が日本語に近い意味。
フィンランドでは、「ネウボラ」として、かかりつけの担当
者や専門職が、妊娠期から就学期まで切れ目なくサポート
しています。

ネ ウボ ラ っ て？

子
ど
も
の

「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」
に
つ
い
て

　
ま
た
、
自
分
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
も
ら

い
た
く
て
も
ま
だ
ま
だ
言
葉
が
足
り
な
く

て
、
う
ま
く
大
人
に
伝
え
ら
れ
な
く
て
イ
ラ

イ
ラ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

イ
ヤ
イ
ヤ
の
原
因

●
言
葉
の
数
が
少
な
い
。

　
伝
え
た
い
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
。

　
言
わ
れ
て
い
る
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
。

●
自
分
で
や
り
た
い
。

●
今
、
そ
れ
を
し
た
い
。
そ
れ
が
ほ
し
い
。

　
し
た
い
こ
と
を
中
断
さ
せ
ら
れ
る
の
は
な

ぜ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。

●
今
、
や
り
た
く
な
い
。

　
な
ぜ
、
今
そ
れ
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い

の
か
わ
か
ら
な
い
。

●
自
分
の
気
持
ち
の
表
現
の
仕
方
が
わ
か
ら

な
い
。

●
「
な
ぜ
な
の
か
」「
何
な
の
か
」
わ
か
ら
な

い
。

　
そ
れ
は
、
何
な
の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
わ

か
り
た
い
。

大
人
と
子
供
の

ゴ
ー
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ

　
大
人
を
困
ら
せ
る
た
め
に
「
イ
ヤ
イ
ヤ
」

を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
大
人
が

さ
せ
た
い
こ
と
」
と
「
子
ど
も
の
し
た
い
こ

と
」
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
子
ど
も
が
理
解

し
て
納
得
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。

　
大
人
は
、「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
み
よ
う
か
」

と
具
体
的
な
提
案
を
し
て
み
て
も
中
々
い
う

こ
と
を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
イ
ラ
イ

ラ
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
具
体
的

な
提
案
を
日
々
繰
り
返
す
こ
と
で
子
ど
も
は

納
得
し
て
い
き
ま
す
。
日
々
、
お
互
い
に
折

り
合
い
の
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
1

　
子
ど
も
の
気
持
ち
（
感
情
）
を
く
み
取
る

声
か
け
を
！

　
言
葉
が
豊
か
に
な
り
、「
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
力
」
が
は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
何
か
を
や
っ
て
み
た
け
ど
で

き
な
か
っ
た
と
き
に
「
く
や
し
か
っ
た
ね
ー
」

「
悲
し
い
ね
」
と
声
を
か
け
た
り
、
出
来
た

と
き
に
は
「
で
き
た
ー
！
た
の
し
い
ね
」
と

声
を
か
け
る
繰
り
返
し
で
、
感
情
を
言
葉
で

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
伝
え
る
力
や
相

手
の
感
情
を
分
か
る
力
も
つ
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
２

　
自
分
で
で
き
る
力
、
自
分
で
決
め
る
力
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
で
で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
は
挑
戦
し
て

「
達
成
感
」
を
味
合
う
こ
と
で
、
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
、

大
人
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト
は
必
要
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
３

　「
や
っ
て
あ
げ
る
」
関
係
か
ら

「
い
っ
し
ょ
に

楽
し
む
」
関
係
へ
。

イ
ヤ
イ
ヤ
期
の

ピ
ー
ク
は
２
歳
児

　「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」
は
だ
い
た
い
１
歳
半
か

ら
４
歳
前
ま
で
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」
で
マ
マ
や
パ
パ
を
悩
ま
せ

る
の
は
、
２
歳
が
ピ
ー
ク
で
す
。
魔
の
２
歳

児
！
で
も
、
こ
れ
こ
そ
が
２
歳
児
の
成
長
の

証
！
第
１
反
抗
期
と
い
わ
れ
る
年
代
で
す
。

誰
で
も
通
る
道
、「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」
は
長
い
成

長
の
ひ
と
つ
の
過
程
で
す
。
必
ず
抜
け
出
す

の
で
す
か
ら
、
ま
わ
り
の
大
人
も
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
思
考
で
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
３
歳
を
過
ぎ
る
頃
に
は
、
大
人
の
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
約
束
が
で
き
た
り
、
順
番
を

守
っ
た
り
、
折
り
合
い
を
つ
け
る
方
法
を
身

に
つ
け
て
き
ま
す
。
ま
た
、
感
情
を
表
す
言

葉
を
覚
え
る
こ
と
で
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

た
り
、
相
手
の
気
持
ち
を
表
現
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

イ
ヤ
イ
ヤ
の
特
徴

  

　
い
ろ
ん
な
こ
と
が
「
始
め
て
の
体
験
」
に

な
る
２
歳
児
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
し

ん
し
ん
、
な
ん
で
も
自
分
で
や
っ
て
み
た
く

な
り
ま
す
。
自
分
で
や
っ
て
納
得
し
な
い
と

満
足
し
な
く
な
り
「
イ
ヤ
イ
ヤ
」
を
連
発
し

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
、
な
ん
で
も
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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便名 ▲1 2 3 4 ▲5
発 / 着 循環　角館駅前

角館駅前 ▲7:15 8:30 11:30 14:45 ▲16:00
大塚 － 8:33 11:33 14:48 ▲16:03

岩瀬住宅前 － 8:34 11:34 14:49 ▲16:04
市立病院前 － 8:35 11:35 14:50 ▲16:05
岩瀬住宅前 － － 11:36 14:51 ▲16:06

大塚 － － 11:37 14:52 ▲16:07
田町下丁 － 8:37 11:38 14:53 ▲16:08
西宮家前 － 8:38 11:39 14:54 ▲16:09
駅通り － － 11:40 14:55 ▲16:10
下菅沢 ▲7:17 － 11:42 14:57 ▲16:12

駅東公園前 ▲7:19 － 11:44 14:59 ▲16:14
ワンダーモール前 ▲7:23 － 11:46 15:01 ▲16:17

上菅沢 ▲7:24 － 11:47 15:02 ▲16:18
水ノ目沢 ▲7:25 － － － －
角館駅前 － － 11:49 15:04 ▲16:20
駅通り － － 11:50 15:05 ▲16:21
立町 － 8:39 11:51 15:06 ▲16:22
中町 － 8:40 11:52 15:07 ▲16:23

横町十文字 ▲7:27 8:41 11:53 15:08 ▲16:24
中学校前 ▲7:28 8:43 11:55 15:10 ▲16:26
よねや前 － － 11:56 15:11 ▲16:27
小学校前 ▲7:31 － － ▲15:13 ▲16:29
警察署前 ▲7:32 8:44 11:57 15:14 ▲16:30
荒屋敷 ▲7:33 8:45 11:58 15:15 ▲16:31
田頭 ▲7:35 8:47 12:00 15:17 ▲16:33
碇 ▲7:37 8:49 12:02 15:19 ▲16:35

大畑 ▲7:40 8:52 12:05 15:22 ▲16:38
大瀬蔵野 ▲7:44 8:55 12:08 15:25 ▲16:41

下延コミュニティーセンター前 ▲7:45 8:57 12:10 15:27 ▲16:43
下延橋 ▲7:46 8:58 12:11 15:28 ▲16:44
竹市 ▲7:47 8:59 12:12 15:29 ▲16:45

切欠田 ▲7:49 9:01 12:14 15:31 ▲16:47
内山 ▲7:51 9:03 12:16 15:33 ▲16:49

八割西村 ▲7:53 9:05 12:18 15:35 ▲16:51
八割東村 ▲7:54 9:06 12:19 15:36 ▲16:52

西保育園前 ▲7:55 9:07 12:20 15:37 ▲16:53
下町屋 ▲7:56 9:08 12:21 15:38 ▲16:54
荒屋敷 ▲7:58 9:10 12:23 15:40 ▲16:56

警察署前 ▲7:59 9:11 12:24 15:41 ▲16:57
小学校前 ▲8:02 － － － －
よねや前 － 9:12 12:25 15:42 －
中学校前 ▲8:03 9:13 12:26 － －

横町十文字 ▲8:04 9:15 12:28 － －
中町 ▲8:05 9:16 12:29 － －
立町 ▲8:06 9:17 12:30 － －

高校角 ▲8:07 9:18 12:31 － －
大塚 ▲8:09 9:20 12:33 － －

岩瀬住宅前 ▲8:10 9:21 12:34 － －
市立病院前 ▲8:12 9:22 12:35 15:44 ▲17:00
岩瀬住宅前 － 9:24 12:37 15:45 ▲17:01

大塚 － 9:25 12:38 15:46 ▲17:02
田町下丁 ▲8:15 9:27 12:40 15:47 ▲17:03
西宮家前 ▲8:16 9:28 12:41 15:48 ▲17:04
駅通り ▲8:17 9:29 12:42 15:49 ▲17:05
上菅沢 － 9:31 12:44 － －

ワンダーモール前 － 9:32 12:46 － －
駅東公園前 － 9:33 12:47 － －

下菅沢 － 9:35 12:49 － －
角館駅前 ▲8:18 9:37 12:51 15:50 ▲17:06

※
荒
屋
敷
よ
り
下
延
・
八
割
方
面
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
す
。

※
荒
屋
敷
よ
り
下
延
・
八
割
方
面
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
す
。

便名 ▲1 2 3 4 ▲5 6
発 / 着 循環　角館駅前

角館駅前 ▲7:15 8:30 10:35 12:20 ▲15:20 16:05
田町下丁 － － 10:37 12:22 ▲15:22 －
西宮家前 － － 10:38 12:23 ▲15:23 －
駅通り － － 10:39 12:24 － －
下菅沢 ▲7:17 8:32 10:41 12:26 － 16:07

菅沢ニュータウン ▲7:21 8:34 10:43 12:28 － －
菅沢団地 ▲7:24 8:35 10:44 12:29 － －

駅東公園前 － 8:38 10:46 12:31 － 16:10
ワンダーモール前 － 8:40 10:47 12:32 － 16:11

上菅沢 ▲7:26 8:41 10:48 12:33 － 16:12
角館駅前 － 8:43 － 12:35 － 16:14
駅通り － 8:44 － 12:36 － 16:15

水ノ目沢 ▲7:27 － － － － －
立町 － 8:45 － 12:37 ▲15:24 16:16
中町 － 8:46 － 12:38 ▲15:25 16:17

横町十文字 ▲7:29 8:47 10:50 12:39 ▲15:26 16:18
中学校前 ▲7:30 8:48 10:51 12:40 ▲15:27 16:19
よねや前 － － 10:52 12:41 ▲15:28 16:20
小学校前 ▲7:33 － － － ▲15:31 ▲16:23

市立病院前 ▲7:35 8:50 10:54 12:44 － 16:25
警察署前 ▲7:38 8:52 － 12:46 － 16:27
荒屋敷 ▲7:39 8:53 － 12:47 － 16:28
下町屋 ▲7:41 8:55 － 12:49 － 16:30

西保育園前 ▲7:42 8:56 － 12:50 － 16:31
八割東村 ▲7:44 8:58 － 12:52 － 16:33
八割西村 ▲7:46 9:00 － 12:54 － 16:35
西村会館 ▲7:47 9:01 － 12:55 － 16:36

大沢 ▲7:49 9:03 － 12:57 － 16:38
塩手沢 ▲7:51 9:05 － 12:59 － 16:40
鬼壁 ▲7:54 9:08 － 13:02 － 16:43
高森 ▲7:56 9:10 － 13:04 － 16:45

警察署前 ▲8:01 9:15 － 13:09 － 16:50
小学校前 ▲8:04 － － － － ▲16:51
よねや前 － 9:16 － 13:10 － 16:53
中学校前 ▲8:05 9:17 － 13:11 － 16:54

横町十文字 ▲8:06 9:18 － 13:12 － 16:55
中町 ▲8:07 9:19 － 13:13 － －
立町 ▲8:08 9:20 － 13:14 － －

高校角 ▲8:09 9:21 － 13:15 － －
大塚 ▲8:11 9:23 － 13:17 － －

岩瀬住宅前 ▲8:12 9:24 － 13:18 － －
市立病院前 ▲8:14 9:26 － 13:20 ▲15:33 －
岩瀬住宅前 ▲8:15 9:28 10:55 13:22 ▲15:34 －

大塚 ▲8:16 9:29 10:56 13:23 ▲15:35 －
田町下丁 ▲8:17 9:30 10:57 13:24 ▲15:36 －
西宮家前 ▲8:18 9:31 10:58 13:25 ▲15:37 －
駅通り ▲8:19 9:32 － 13:26 － －

角館駅前 － － － － － －
立町 － － 10:59 － ▲15:38 －
中町 － － 11:00 － ▲15:39 －

水ノ目沢 － － － － ▲15:40 ▲16:57
上菅沢 － 9:34 － 13:28 ▲15:41 16:58

ワンダーモール前 － 9:36 － 13:31 ▲15:42 17:00
駅東公園前 － 9:38 － 13:32 ▲15:43 17:02

菅沢ニュータウン － － － 13:34 ▲15:45 17:04
菅沢団地 － － － 13:35 ▲15:46 17:06
下菅沢 － 9:39 － 13:37 ▲15:48 17:08

角館駅前 ▲8:20 9:41 11:03 13:39 ▲15:50 17:10

　市民バスの循環機能を強化し、より利便

性を高めるため４月１日から市民バスのダ

イヤを改正します。運行開始は４月２日㈪

からとなります。

※デマンド乗合型タクシーのパンフレット（時刻表等）は広

報 4 月 1 日号に折り込みます。なお、大幅な時刻改正等は

行いませんが、停留所が増設となります。詳しくは、各デ

マンド交通事業者の連絡先にお問い合わせください。

問合せ 　仙北市企画政策課 ☎43-1112

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日

　時刻表の▲印は土曜日、12月29日・30日運休

普通運賃／大人 200 円、小中学生 100 円

回数券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）  ●バス車内

定期券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）

八割線

のダイヤを改正します

スマイルバス

平成 30 年 4 月1日から

市民バス

たっこちゃんバス

平成 30 年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

八割線

スマイルバス
（株）西宮家（仙北市指定管理者）

☎ 52-2438
問合せ

平成 30 年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

下延線

スマイルバス

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日

　時刻表の▲印は土曜日、12月29日・30日運休

普通運賃／大人 200 円、小中学生 100 円

回数券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）　●バス車内

定期券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）

下延線

（株）西宮家（仙北市指定管理者）

☎ 52-2438
問合せ
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【運行系統名】中川１

便名 ▲1 2 3 4
発 / 着 発：角館駅前　/　着：野田

角館駅前 ▲9:40 11:20 13:40 16:10
大塚 ▲9:43 11:23 13:43 16:13

岩瀬住宅前 ▲9:44 11:24 13:44 16:14
市立病院前 ▲9:45 11:25 13:45 16:15
岩瀬住宅前 － 11:26 13:46 16:16

大塚 － 11:27 13:47 16:17
田町下丁 ▲9:47 11:28 13:48 16:18
西宮家前 ▲9:49 11:29 13:49 16:19
駅通り － 11:31 13:51 16:20

角館駅前 － 11:32 13:52 16:21
上菅沢 － 11:34 13:54 16:23

ワンダーモール前 － 11:36 13:56 16:24
駅東公園前 － 11:38 13:58 16:26

下菅沢 － 11:40 14:00 16:28
駅通り － 11:42 14:02 16:30
立町 ▲9:50 11:43 14:03 16:31
中町 ▲9:51 11:44 14:04 16:32

横町十文字 ▲9:52 11:45 14:05 16:33
伝承館入口 ▲9:53 11:46 14:06 16:34

川原町 ▲9:54 11:47 14:07 16:35
鵜ノ崎橋 ▲9:55 11:48 14:08 16:36

川原 ▲9:57 11:50 14:10 16:38
中川郵便局前 ▲10:00 11:53 14:13 16:41
中川小学校前 － 11:56 14:16 16:44

安久戸 － 11:57 14:17 16:45
八掛 － 11:58 14:18 16:46

若神子 － 11:59 14:19 16:47
赤平 － 12:01 14:21 16:49

中川小学校前 － 12:04 14:24 16:52
中川集落センター前 ▲10:01 12:05 14:25 16:53

下高屋 ▲10:03 12:07 14:27 16:55
川崎 ▲10:05 12:09 14:29 16:57
黒沢 ▲10:07 12:11 14:31 16:59

上黒沢 ▲10:08 12:12 14:32 17:00
黒森 ▲10:10 12:14 14:34 17:02
大場 ▲10:12 12:17 14:37 17:05
雫田 ▲10:15 12:20 14:40 17:08
野田 － 12:24 14:44 17:12

【運行系統名】中川２

便名 ▲1 2 3 ▲4 5
発 / 着 発：野田　/　着：角館駅前

野田 ▲7:15 8:30 － ▲12:24 14:45
雫田 ▲7:19 8:34 10:15 ▲12:28 14:49
大場 ▲7:22 8:37 10:18 ▲12:31 14:52
黒森 ▲7:24 8:39 10:20 ▲12:33 14:54

上黒沢 ▲7:26 8:41 10:22 ▲12:35 14:56
黒沢 ▲7:27 8:42 10:23 ▲12:36 14:57
川崎 ▲7:29 8:44 10:25 ▲12:38 14:59

下高屋 ▲7:31 8:46 10:27 ▲12:40 15:01
中川集落センター前 ▲7:33 8:48 10:29 ▲12:42 15:03

中川小学校前 ▲7:35 8:49 10:30 ▲12:43 15:04
赤平 ▲7:38 8:52 10:33 ▲12:46 15:07

若神子 ▲7:40 8:54 10:35 ▲12:48 15:09
八卦 ▲7:41 8:55 10:36 ▲12:49 15:10

安久戸 ▲7:42 8:56 10:37 ▲12:50 15:11
中川小学校前 ▲7:43 8:57 10:38 ▲12:51 15:12
中川郵便局前 ▲7:46 9:00 10:41 ▲12:54 15:15

川原 ▲7:49 9:03 10:44 ▲12:57 15:18
鵜ノ崎橋 ▲7:51 9:05 10:46 ▲12:59 15:20
川原町 ▲7:53 9:07 10:48 ▲13:01 15:22

伝承館入口 ▲7:54 9:08 10:49 ▲13:02 15:23
横町十文字 ▲7:55 9:09 10:50 ▲13:03 15:24

中町 ▲7:56 9:10 10:51 ▲13:04 15:25
立町 ▲7:57 9:11 10:52 ▲13:05 15:26

高校角 ▲7:58 9:12 10:53 ▲13:06 15:27
大塚 ▲8:00 9:14 10:55 ▲13:08 15:29

岩瀬住宅前 ▲8:01 9:15 10:56 ▲13:09 15:30
市立病院前 ▲8:03 9:17 10:58 ▲13:11 15:32
岩瀬住宅前 ▲8:04 9:18 10:59 ▲13:12 15:33

大塚 ▲8:05 9:19 11:00 ▲13:13 15:34
田町下丁 ▲8:06 9:20 11:01 ▲13:14 15:35
西宮家前 ▲8:07 9:21 11:02 ▲13:15 15:36
駅通り ▲8:08 9:22 11:03 ▲13:16 15:37
上菅沢 － 9:24 11:05 ▲13:18 15:39

ワンダーモール前 － 9:26 11:07 ▲13:20 15:41
駅東公園前 － 9:30 11:11 ▲13:24 15:45

下菅沢 － 9:33 11:13 ▲13:26 15:47
角館駅前 ▲8:09 9:35 11:15 ▲13:28 15:49

便名 3 4 5 ▲6
発 / 着 循環　田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 11:25 13:25 15:20 ▲16:25
街道ノ上 11:26 13:26 15:21 ▲16:26
病院前 11:27 13:27 15:22 ▲16:27

グランマート前 － 13:28 15:23 ▲16:28
田沢湖駅前 11:28 13:30 15:25 ▲16:30
商工会館前 11:29 13:31 15:26 ▲16:31
小学校前 11:31 13:33 15:28 ▲16:33
中学校前 11:32 13:34 15:29 ▲16:34

だしのこ園前 － － 15:31 －
東風の湯前 11:34 13:36 15:33 ▲16:36

生保内公園口 11:36 13:38 15:35 ▲16:38
愛宕町前 11:37 13:39 15:36 ▲16:39
武蔵野 11:38 13:40 15:37 ▲16:40
大杉沢 11:39 13:41 15:38 ▲16:41

仙岩団地 11:42 13:44 15:41 －
市営住宅前 11:44 13:46 15:43 ▲16:42

田沢湖庁舎前 11:46 13:48 15:45 ▲16:44
街道ノ上 11:47 13:49 15:46 ▲16:45

商工会館前 11:48 13:50 15:47 ▲16:46
田沢湖駅前 11:49 13:51 15:49 ▲16:47

病院前 11:50 13:52 15:50 ▲16:48
グランマート前 11:51 13:53 15:51 ▲16:49

雁治塚 11:53 13:55 15:53 ▲16:51
生保内発電所前 11:55 13:57 15:55 ▲16:53

四十程第１ 11:57 13:59 15:57 ▲16:55
四十程第２ 11:58 14:00 15:58 ▲16:56

赤石 12:00 14:02 16:00 ▲16:58
上堂田 12:03 14:05 16:03 ▲17:01

堂田会館前 12:04 14:06 16:04 ▲17:02
下堂田 12:05 14:07 16:05 ▲17:03
田向 12:06 14:08 16:06 ▲17:04
野村 12:07 14:09 16:07 ▲17:05

下相内端 12:09 14:11 16:09 ▲17:07
相内端 12:10 14:12 16:10 ▲17:08

手倉相内会館前 12:11 14:13 16:11 ▲17:09
手倉野 12:12 14:14 16:12 ▲17:10

上手倉野 12:13 14:15 16:13 ▲17:11
沼田 12:14 14:16 16:14 ▲17:12

十文字 12:15 14:17 16:15 ▲17:13
病院前 12:17 14:19 － －

グランマート前 12:18 14:20 16:17 －
田沢湖駅前 12:20 14:21 － －
商工会館前 12:21 14:22 － －
街道ノ上 12:22 14:23 16:19 ▲17:14

田沢湖庁舎前 12:23 14:24 16:20 ▲17:15

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
１

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
2

便名 ▲1 2
発 / 着 循環  田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 ▲7:15 8:15
病院前 ▲7:17 8:17
雁治塚 ▲7:19 8:19

生保内発電所前 ▲7:22 8:22
四十程第１ ▲7:24 8:24
四十程第２ ▲7:25 8:25

赤石 ▲7:27 8:27
上堂田 ▲7:30 8:30

堂田会館前 ▲7:31 8:31
下堂田 ▲7:32 8:32
田向 ▲7:34 8:34
野村 ▲7:35 8:35

下相内端 ▲7:37 8:37
相内端 ▲7:38 8:38

手倉相内会館前 ▲7:39 8:39
手倉野 ▲7:40 8:40

上手倉野 ▲7:41 8:41
沼田 ▲7:42 8:42

市営住宅前 ▲7:46 8:46
仙岩団地 － 8:49
大杉沢 － 8:52
武蔵野 － 8:53

愛宕町前 ▲7:47 8:54
生保内公園口 ▲7:48 8:55
東風の湯前 － 8:57

だしのこ園前 － 8:59
中学校前 ▲7:50 9:01
小学校前 ▲7:52 9:02

商工会館前 ▲7:54 9:04
田沢湖駅前 ▲7:55 9:05

病院前 ▲7:56 9:06
商工会館前 ▲7:57 9:07
街道ノ上 ▲7:58 9:08

田沢湖庁舎前 ▲8:00 9:10

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日

　時刻表の▲印は土曜日、12月29日・30日運休

普通運賃／大人 200 円、小中学生 100 円

回数券取扱窓口／●バス車内　●ロイヤル交通㈱秋田営業所

　●四十程（高橋良宣様）　●手倉相内 ( 荒木田保険様 )

　●野村・田向 ( 畠山隆太郎様 )　●堂田（草彅金栄様）

定期券取扱窓口／●ロイヤル交通㈱秋田営業所

向生保内線

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日

　時刻表の▲印は土曜日、12月29日・30日運休

普通運賃／大人 200 円、小中学生 100 円

回数券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）　●バス車内

定期券取扱窓口／●西宮家（母屋売店）

中川線

平成 30 年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

中川線

スマイルバス
（株）西宮家（仙北市指定管理者）

☎ 52-2438
問合せ

ロイヤル交通㈱ 秋田営業所（仙北市指定管理者）

☎ 43-0101
問合せ

平成 30 年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

向生保内線
たっこちゃんバス
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無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】3月28日水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第2研修室

【相談員】河村憲史弁護士

【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ▼サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ▼中小企業・個人

事業に関するご相談 ▼高齢者・障がい

者に関するご相談 ▼交通事故に関する

ご相談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1日先着5人。1人30分以

内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～

14:35  ③14:40 ～ 15:10  ④15:15

～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

4月納付分から協会けんぽ
の保険料率が変わります
　協会けんぽは、主に中小企業の従業員

とそのご家族の皆さまが加入する健康保

険です。秋田支部の健康保険料率は、平

成 30 年 4 月納付分から 10.13%（現

行 10.16%）へ引き下げとなります。ま

た、40 歳から 64 歳までの方に対する

介護保険料率は全国一律 1.57%（現行

1.65%）へと引き下げとなります。

　皆さまの医療費にもとづいて算出され

る保険料率は、皆さまの健康への取り組

みによって下がる可能性があります。病

気の予防や健康保持に年 1 回の健診を必

ずお受けください。

【問合せ】全国健康保険協会（協会けんぽ）

秋田支部  ☎018-883-1841

OSHIRASE NAVIお知らせ

シルバー人材センターの
会員を募集中
　シルバー人材センターでは、「原則 60

歳以上の健康で働く意欲のある方」を条

件に会員を募集しています。家業の閑散

時期に少しでも就業したい方や健康維持

を目的に就業したい方など、男女問わず

募集しています。特に、女性の方やご夫

婦お揃いでの入会は大歓迎です。

　入会の手続きについては、毎月 1 回（2

月を除く）開催している「入会説明会」

でセンター事業の内容説明や入会の申し

込みを受け付けていますので、詳細につ

いては事務局までお問い合わせください。

【4月の入会説明会】4月20日金  

【問合せ】公益社団法人 仙北市シルバー

　人材センター事務局  ☎55-1646

OSHIRASE NAVI募　集

細川良治日本画展
宝湖へ ～クニマスと田沢湖～
　市内在住の画家で日本美術院院友の細川良治氏の作品の

中から、クニマスと田沢湖に関連する作品を展示する企画

展を開催中です。

【日時】3月1日木 ～ 31日土 9:00 ～ 16:00

※毎週火曜日は休館日です。

【場所】田沢湖クニマス未来館 研修ホール

【入館料】大人300円（高校生

以上）、小人150円（6歳未

満無料）

※仙北市民は無料

【展示作品数】53作品

【問合せ】

　田沢湖クニマス未来館

　☎49-8131

OSHIRASE NAVIイベント
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角館の桜を元気に咲かせよう！！

仙北市さくらアドバイザー 樹木医 黒坂登氏と一緒に
桜の剪定ボランティア
　桜（ソメイヨシノ）はテングス病に弱く、桜をきれいに咲かせるにはテングス病の除

去（剪定）が必要です。また、日当たりをよくすることと肥料を与えることが欠かせな

い樹木です。今回は樹木医で仙北市さくらアドバイザー黒

坂登氏、仙北市さくら係から指導いただきます。

　そこで、剪定ボランティアを広く募集し、多くの木の剪

定を行うことによって、角館の桜を元気に咲かせることが

できます。

【日時】3月26日 月 10:00 ～ 11:00頃

【場所】角館町落合運動公園

【参加者】仙北市民以外の方も含め、どなたでも参加できます。

【持ち物】高枝剪定ばさみ、高枝剪定のこぎり等をご自身でご用意ください。

【その他】小雨決行します。寒くない作業のできる格好で参加してください。

【問合せ】（一社）角館町観光協会 ☎54-2700

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

玉川

落合運動公園
落合野球場

★

桧
木
内
川

剪定ボランティア
会場

平成30年度 国家公務員
国税専門官採用試験
　仙台国税局では、バイタリティーあふ

れる国税専門官を募集しています。国税

専門官は、国の財政を支える重要な仕事

を担い、税務署等において、調査・徴収・

検査や指導などを行う税務のスペシャリ

ストです。

【受験資格】 ▼昭和63年4月2日～平成9

年4月1日生まれの方  ▼平成9年4月

2日以降に生まれた次に掲げる方 ①大

学を卒業した方および平成31年3月

までに大学を卒業する見込みの方  ②

人事院が①に掲げる方と同等の資格が

あると認める方

【申込受付期間】3月30日 金 ～ 4月11

日水 

【受験申込方法】

　受験申し込みはインターネット申し込

みとする。

【受験申込専用アドレス】

　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

　（国家公務員試験採用情報 NAVI）

【第１次試験】6月10日日 

【その他】試験概要等詳しくは、下記まで

お問い合わせください。

【問合せ】 ▼仙台国税局人事第二課試験研修

係  ☎022-263-1111（内線3236）

▼人事院東北事務局  ☎022-221-2022

OSHIRASE NAVI募　集

OSHIRASE NAVIお知らせ

国土交通省からの
重要なお知らせ
　タカタ製エアバッグリコール未改修車は、平

成 30 年 5 月から車検が通らなくなります。

早急にリコール作業を受けてください。

　まずは、検査システムで措置対象かどうかを

確認！未改修の場合は、早急に販売店でリコー

ル改修を実施！

【検索システムパソコン用 URL】

　https://www.jaspa.or.jp/portals/

　recallsearch/index.html

【スマホ・タブレット用アプリ】

　一般社団法人日本自動車整備振興会連合会

のホームページ（https://www.jaspa.or.jp/

user/mycar/application/recallsearch.

html）でリコール情報検索アプリを紹介しています。

【問合せ】国土交通省タカタ専用ダイヤル  ☎03-5539-0452  

　HP http://www.mlit.go.jp/jidosha/carinf/rcl/recallinfo_000.html

　（エアバッグリコール特設ホームページ）

リコール情報検索アプリ 検索

東北財務局秋田財務事務所

「多重債務相談窓口」の
ご案内
　東北財務局秋田財務事務所では、自らの

収入で返済しきれないほどの借金を抱えお

悩みの方々からの相談に応じています。

　相談者が抱える借金の状況をお聞きす

るとともに、必要に応じ弁護士・司法書

士などの専門家に引継ぎを行います。相

談は無料です。

【相談窓口】財務省 東北財務局 秋田財務

事務所 理財課（秋田市山王七丁目1-4 

秋田第二合同庁舎3階）

【時間】月曜日～金曜日（祝日、年末年始除

く）　8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30

【問合せ】東北財務局秋田財務事務所理財課  

☎018-862-4196

OSHIRASE NAVI相　談OSHIRASE NAVI相　談

平成30年第2回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が服用している薬のことなどお薬の相談会を行い

ます。家に残っている薬の整理（持参した場合）や家庭用医薬品など

お薬のことなら何でも相談にのります。お気軽にご相談ください。

【日時】3月24日土 10:00 ～ 11:30

【場所】クオール薬局田沢湖店

【問合せ】クオール薬局田沢湖店  ☎43-9189

点訳・音訳奉仕員養成講座
受講生募集
　秋田県点字図書館では、視覚に障害のあ

る方への情報提供を目的に、書籍等をボラ

ンティアの方に点訳・音訳していただき、

貸し出しをしています。図書製作活動をし

ていただく点訳・音訳ボランティアの方を

養成する講座を平成30年度も実施します。

【事前説明会】5月8日火 10:00 ～

　（申込期限 5月7日 月）　※説明会終了

後、受講申し込みを受け付けます。

【講座期間】6月6日 水 ～平成31年3月

6日水 10:00 ～ 12:00（計30回）

　 ▼点訳…毎週水曜日 ▼音訳…毎週木曜日

【場所】秋田県点字図書館 研修室（秋田市）

【定員】点訳・音訳各講座10人程度（受

講希望者の中から選考します）

【受講料】無料（テキスト代等は実費）

【その他】詳しくは、ホームページ（http://

www.fukinoto.or.jp/tenji/）をご覧くだ

さい。

【申込・問合せ】秋田県点字図書館

　☎018-845-0031

OSHIRASE NAVI募　集

新潮社記念文学館ボランティア「やさいの花」

朗読学習会のお知らせ
　声を出すことは身体能力を高めることにつながります。この機会に美しい日本語を話

す学習をしてみませんか？ぜひ皆さまご参加ください。

【日時】4月～ 11月の第3木曜日 10:00 ～ 12:00 または 13:00 ～ 15:00

【場所】仙北市総合情報センター ２階 相談室

【対象者】全８回の講習を継続して受講できる方

【講師】塩田睦子氏（元 ABS アナウンサー・NPO 日本朗読協会会員　秋田市在住）

【定員】先着20人

【受講料】１回につき 1,200円

【問合せ】新潮社記念文学館（仙北市総合情報センター内）  ☎43-3333

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

おしらせナビ
OSHIRASE NAVIおしらせナビ

OSHIRASE NAVI
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2018FIS フリースタイルスキー
ワールドカップ秋田たざわ湖大会

旬な情報チャンネル

2018 冬まつり

まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッション ロケーションだより

市役所からのお知らせ

仙北市議会議員一般選挙のお知らせ

平成 29 年度仙北市読書感想文コ
ンクール

仙北市地域おこし協力隊  活動報告

ここから変わる近未来

学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

保健・健康の掲示板

仙北市版ネウボラ なないろ通信

市民バスのダイヤを改正します

おしらせナビ

仙北市カレンダー

3/
１６ 金

●角館西保育園・ひのきないこども園・かくのだて幼稚園卒園式
●中川・白岩・西明寺小学校卒業式
●こころの電話相談（10:00 ～ 10:50、11:00 ～ 11:50） 3/1･P12

●笑いの会（健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 3/1･P12

●「支え合いの地域づくり」担い手養成講座（仙北市総合情報センター 13:00 ～

16:00） 2/1･P21

１７ 土

●だしのこ園・角館保育園・白岩小百合保育園卒園式
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 3/1･P14

●第 6 回そばの郷仙北市  そばタベクラーベの会（角館交流センター 18:00 ～

19:30） 3/1･P16

●太極拳ゆったり体操教室（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 11:30） 2/16･P8

●そば打ち講座（神代就業改善センター 10:00 ～） 10/1･P20

１８ 日

1９ 月
●こころの相談（角館交流センター 13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 3/1･P12

●スポーツ吹矢「体験会」（神代就業改善センター 13:30 ～ 15:40） 3/1･P16

２０ 火

●神代こども園・中川保育園・にこにここども園卒園式
●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） P24

●健康セミナー「将来は寝たきり⁉ロコモティブシンドロームの予防」（角館交流セン

ター 13:00 ～ 15:00） 3/1･P16

２１ 水

２２ 木

● “ マイスターに習う！” 第 4 弾つる細工編（桧木内地区公民館 9:30 ～ 16:30）
3/1･P7

●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 3/1･P11

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 3/1･P16

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13:00 ～16:00）3/1･P16

●第 6 回パソコン講座【エクセル基本】（仙北市総合情報センター 13:00 ～ 16:00）
2/16･P13

２３ 金

●運動サークル無料体験会（健康管理センター 9:30 ～ 11:30） 3/1･P12

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 3/1･P16

●第 6 回パソコン講座【エクセル基本】（仙北市総合情報センター 13:00 ～ 16:00）
2/16･P13

２４ 土
●平成 30 年第 2 回お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 10:00 ～ 11:30） P31

●太極拳ゆったり体操教室（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 11:30） 2/16･P8

２５ 日 ●第 7 回仙北市バスケットボール大会（角館中学校体育館 9:00 ～）2/16･P14

２６ 月

●桜の剪定ボランティア（角館町落合運動公園 10:00 ～ 11:00 頃） P30

●運動サークル無料体験会（健康管理センター 9:30 ～ 11:30） 3/1･P12

●スポーツ吹矢「体験会」（神代就業改善センター 13:30 ～ 15:40） 3/1･P16

●秋田県よろず支援拠点「サテライト仙北」開設日（市役所中町庁舎 10:00 ～ 15:00）　
7/16･P18

２７ 火

２８ 水 ●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P31

２９ 木 ●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P10

３０ 金

３１ 土

仙北市カレンダー ３/16 金  ～ 31 土

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp/　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　

●印刷　㈱松本印刷
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SG　堀島選手の優勝で盛り上
がったモーグルワールドカップ。
その裏側では、競技 2 日前に強
風で競技会場のネットや看板な
どが吹き飛ばされ、懸命に復旧
作業にあたる事務局スタッフや
関係者の姿がありました。成功
の舞台裏には必ず影で支える人
たちがいるのだと改めて実感。
大会に携わった皆さん、お疲れ
さまでした！　　　　　　　　

FK　 そろそろ 30 年 度 のスケ
ジュール帳を買おうと思ってい
ます。過去の手帳を見てみると、
ほとんどのページが真っ白。今
さらながら上手に使えていない
ということに気がつきました。
購入に迷いが出始めています…。

MT　大手出版社「新潮社」と深
い縁があり、昨年度から新潮文
庫賞が設けられた仙北市読書感
想文コンクール。市長賞をはじ
め、どれも素晴らしい入賞作品
が並びます。思えば、文学に触
れる機会が身近にあり、本に親
しむ環境も整っているわけです。
読書の理想は「適書を、適齢、
適時に」とのこと。自分にぴった
りな本、見つかるとよいですね。
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